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平成 18年度自然観察会において採集された生物

生命科学系、動物育成部門、附属臨海実験所

関本実、関藤守、杉井那津子

平成 18年度の臨海実験所主催の自然観察会は、近隣の小中高校生や

一般市民を対象として公募をし、磯や子潟の生物の観察会を 3回、調

査船臨海丸による海底生物採集及びプランクトン採集を 2回、またそ

れぞれの問で木造和船の乗船体験を行った。各回総計 114名の参加者

があり、盛況の内に終わった。各回の参加者の感想、を見ても、大変有

意義な会であったとの意見が多く、来年度も開催を希望する声が多く

関かれた。

このうち我々技術職員の役割は、生物採集、調査船臨海丸や木造和

船の操船、採集時、船舶乗船時、航行中の参加者の安全確保、その他

非常時の対応など様々である。また参加者への海の生物の多様性への

理解を一層深めて頂くために、採集した生物を観察し、実際に手に触

れてもらう事が重要である。しかし、参加者のみでの採集には限りが

あり、熟達者による採集は欠かせない。技術職員により直接採集され

た動物種は、各回合計 12動物門 189種に及んでいる。これら技術職

員により採集された生物は、別紙一覧表に掲示する。また、以下に磯

及び干潟採集、木造和船の操船体験、調査船による海底生物採集、プ

ランクトン採集の!頓に紹介する。

1.磯採集、干潟採集

磯や干潟において技術職員が採集した生物は、普段見付けにくい

個体である内虹動物のスズコケムシや触手冠動物のチゴケムシ、一

見すると海藻の様な触手冠動物のホンダワラコケムシや刺胞動物の

シロガヤ等である。貴重な個体としては軟体動物のキヌハダモドキ

やシラユキウミウシ、有嶺動物のヒゲムシの棲管で、この棲管は気

が付かないと採集できてもゴミと間違えて捨ててしまう事もある。

また、節足動物イソウミグモ類のトックリウミグモと思われる体長

1.5'"'-' 2cm程の大きなウミグモが初めて採集された。その他に普通に

生息が確認されている個体であるが、軟体動物のウミウシ類は彩り

が美しく採集すると大変喜ばれる。節足動物のシマウミグモや、練

皮動物のカシパン類、ブンブク類、ヒトデ類、クモヒトデ類等は生

息地を熟知していないと採集できない種類も多い。

2.木造和船fみさきJの操船体験
木造和船操船体験は各回行われた。強風で技術職員が漕いだ回も

あるが、参加者のほとんどが乗船した。日本の伝統ある矯擢船に触

れて、実際に操船をして木造和船の良さを檎み締めていた。現在船

大工の減少や、造船するための木材や鉄材の入手が困難となってき

ているため、今後一層木造和船が減少してくるものと思われる。臨

8 



海実験所の木造和船も貴重な船となっている。

3.調査船r臨海丸jによる海底生物採集
臨海丸による海底生物採集は、 ドレッジと呼ばれる採集用具を海

底に降ろして行う。数分間海底を引き、巻き上げて低生生物を採集

する。ただ風向きや潮流により船体が流されてしまうと、海底にド

レッジがうまく噛み合わなくなってしまうので、これらの見極めが

必要である。また、潮流などの影響により海底の底質は毎年微妙に

変化するので、毎年同じ場所でドレッジを行っても生物の採集がで

きないこともある。豊富な生物を毎年参加者に観察していただくた

めに、底質の変化を見逃さず的確な場所で採集を行う技量や経験が

間われる難しい作業である。この他に航行する船舶やジェットスキ

ー等の進行方向に注意をする。特に水上スキーなどを引いているモ

ーターボートは前方をあまり注視しておらず、後方で引し1ている人

を見ている事ーが多いので、衝突の危険があるため細心の注意が必要

である。停泊している小型ボートにも気を付けねばならない。また、

漁師による魚網やカゴ、蛸壷等が設置されているのでこれらを避け

て採集する必要もある。

4.調査船『臨海丸jによるブランクトン採集
海底生物採集の後に「臨海丸 j を1.5~2km 
船舶を停止して垂直引きにてプランクトン採集を行った。参加者の

内、希望者にプランクトンネットを引し、てもらった会作業中船の動

揺で船酔いする人も出てくるため、素早く行わなければならないの

だが、ほぼ全員が行い船酔いする人もほとんどいなかった。プラン

クトンが順調に採集できて、行き帰りの航行中に美しいミズクラゲ

やアカクラゲ等が観察されたり、 トビウオが跳ねて海上を滑空して

いるところを見付けたりすると、観察会に参加した人遣は皆大変喜

んでいた。特に今年は航行中にサメの背ピレが発晃され、船を近付

けて観察したところシュモクザメであることが分かった。シュモク

ザメが沿岸で観察できたことは非常に珍しいことで、参加者も皆驚

いていた。船から降りた後研究室に戻ってプランクトンを観察して

いたが、一見ゴミの様な固まりも顕微鏡で観察すると、原生動物の

鞭毛忠類のヤコウチュウやツノオピムシ類、繊毛虫類のピンガタカ

ラムシ等や節足動物の甲殻類のミジンコの仲間等、様々な動物を観

察し、海水の中に目に見えない、今まで気にも留めていなかった生

物の如何に多し、かを認識し驚いていた。

以上の様に、各回共に小さな子供から大人までが参加をして、楽し

みながら海の生物への理解を深める事ができた。また、全ての会で天

候も安定しており当初の予定通り行うことができたが、来年度の開催

時には台風等の荒天に備えて、如何に進めていくかが重要である。
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平成 18年度自然観察会で採集された生物の一覧

① 5/26採集 ②5/28採集 ③6/17採集 ④7/25採集 ⑤7/26採集 ⑥7/31採集

⑦8/4採集(ドレッジ)

PHYLU捕PORIFERA 海綿動物門

Tethya aurantiumユズダマ①③

Ha/ ichondria japonica ダイダイイソ

カイメン宰ゆ

H 0.ねdai クロイソカイメン②③

Ha/ic/ona permo//is ムラサキカイメ

ン③

PHYLUM CNIDARIA 刺胞動物門

Eugymnanthea japonica カイヤドリヒ

ドラ②

Ag/aop加'niawhite/eggei シロガヤ⑤

Dendronephthya gigantea オオトゲト

サカ⑤

Me/ithaea f/abe//ifera イソバナ⑦

Acabaria japonica イソハナピ①

B%ceroides mcmurrichi オヨギイソ

ギンチャク②

Anthop/eura japonica Sロイイソギン

チャク②

Actinia equina ウメボシイソギンチヤ

ク①

バnemoniaerythraea ミナミウメボシイ

ソギンチャク①

Pycnanthusρaguri ヤドカリコテイソ

ギンチャク⑥

Ha/ ip/ane//a / ineata タテジマイソギ

ンチャク③

Favia speciosa キクメイシ②

ヤギ自の一種⑦

11 

⑧8/4採集(カゴ)

PHYLUM PLAT[YJHELMINTHES 属形動物内

Sty/ochus ijimai イイジマヒラムシ②

Notop/ana humi/is ウスヒうムシ③

ヒラムシの一種①

PHYLUM剖TOPROCTA(臥捕PTOZOA) 肉虹

(由形)器物門

Barentsia discreta スズコケムシ②

PHYLU詩LOPHOPHORATA(TENTACULATA) 触

手冠(触手)動物内

Zoobotryon pe//ucidum ホンダワラコ

ケムシ③⑤

Watersipora subovoidea チゴケムシ②

③⑤ 

PHYLU揚揚IOllUSCA 軟体動物門

/schnochiton camptus ウスヒザラガイ

③⑤ 

Lepidozona coreanica ヤスリヒザラガ

イ⑤

Onithochiton hirasei ニシキヒザラガ

イ①③⑤

Li%phura japonica ヒザラガイ③

バcanthochitondefi/ippii ケハダヒザ

ラガイ②③

A. rubro/ ineatus ヒメケハダヒザラガ

イ③

Cry;ρtop/ax japonica ケムシヒザラガ

イ①③⑤

Macroschisma sinensis スカシガイ①

③ 



Scutus sinensis オトメガサ③⑤

Ce 1 1 ana toreuma ヨメガカサ③

ιnigrol ineata マツバガイ③
Patelloiぬ saccharina ウノアシ③

Chlorostama lischkei クボガイ③

OWphalius rusticus コシダカガンガラ

②③ 

0. pfeifferi pfeifferi バテイラ①

Alonodonta labio イシダタミ②③

Tristichotrochus unicus エピスガイ

①②③ 

胎rmarostomastenogyrum コシダカサ

ザエ③⑤

Lunella coronata スガイ②③

Astralium haematragum ウラウズ③

Thel iostyla albici Ila アマオブネ③

Serpulorbis imbricatus オオヘピガイ

⑧⑤ 

Balcis martini セトモノガイ⑥

Cuspeulima peronellicola カシパンヤ

ドリニナ⑥

Conomurex 1 uhuanus マガキガイd渇

Neverita didyma ツメヲガイ、砂茶碗

(卵塊)(2ゆ

Eunaticina popilla ネコガイ②

Primovula rhodia ツグチガイ①

Purpuradusta gracilis japonica メダ

カラガイdゆ⑤

E boivini・iamoena オミナエシダカラ

①③⑤ 

Ponda vitellus ホシキヌタ(殻)④

Rapana venosa アカニシ笹ゆ

Ergalatax constrictus ヒメヨウラク

②③⑤ 

Reishia bronni レイシ(fXi)

R clavigera イボニシ③

Japeuthr ia ferrea イソニナ③

12 

Fus i nus perp 1 exus ナガニシ⑦

Strigatella scutulata ヤタテガイ⑤

Niotha 1 ivescens ムシ口ガイ②⑥

N. var i egata アラレガイ⑥

Brevimyurella japonica トクサガイ⑥

Aplysia jυ1 iana アマクサアメフラシ

③ 

A. kurodai アメフラシ③

A. ocul ifera ミドリアメフラシ①

Dolabella auricularia タツナミガイ

② 

Berthellina citrina ホオズキフシエ

ラガイ②

6ymnodoris citrina キヌハダモドキ⑦

Chromodoris tinctoria サラサウミウ

シ②

Noumea nival is シラユキウミウシ②

地qフselodorisfestiva アオウミウシ③

④ 

Platydoris speciosa クモガタウミウ

シ①③

Rostanga orientalis イソウミウシ②

Dendrodoris arborescens クロシタナ

シウミウシ②③

o rubra マダうウミウシ③④
Dorio.ρsi 1 la miniata ダイダイウミウ

シ①

船 1ibe viridis ムカデメリベ①⑤

Dermatobranchus otome オトメウミウ

シ①③

D. striatellus サメジマオトメウミウ

シ①

Pteraeol idia ianthina ムカヂミノウ

ミウシ①

Sakuraeolis enosimensis アカエラミ

ノウミウシ③



Peronia verrucu/ata イソアワモチ③

⑤ 

Siphonaria sirius キクノハナガイ③

丘 japonica カラマツガイ③

バnta/is tibanum ミガキマルツノガイ

⑦ 

Petrasma pusi//a キヌタレガイ⑥

8arbatia virescens カリガネエガイ②

③ 

6/ycymeris vestita タマキガイ ⑦ 

Nuscu/us senhousia ホトトギスガイ②

Septifer bi/ocu/aris クジャクガイ⑥

Lithophaga curta イシマテ②③⑤

Pinctada martensii アコヤガイ@ゆ⑤

Chlamys farreri アズマニシキ②③

Scinti//a violescens イナヅママメア

ゲマキ③

Eucrassate//a japonicus モシオガイ

⑦ 

Callista chinensis マツヤマウスレ⑦

Dosinorbis japonicus カガミガイ②

Placamen tiara ハナガイ⑦

Paphia undulate イヨスダレガイ⑥

Irus mitis マツカゼガイ②

砂aarenaria オオノガイ②

Sepioteuthis lessoniana アオリイカ

(卵)⑤

イカの卵⑦

PHYLU陣SIPUNGULOIDEA 星口動物門

Phascolosama sc%ps サメハダホシム

シ②

Siphonosawa cumanene スジホシムシモ

ドキ②
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PHYLUM AN旺LlDA 膿形勤物門

Phy I I odoc i dae サシパゴカイ②

Laθtomonice japonica ニホンウロコム

シ⑦

Hesione reticulata オトヒメゴカイ③

Cirriformia tentacu/ata ミズヒキゴ

カイ③⑤

Acrocirrus validus クマノアシツキ③

Thelepus setosus ニッポンフサゴカイ

② 

Sabellastarte japonica ケヤ 1)③

Potamilla leptochaeta ドロケヤリ②

PO I yno i dae sp. ウロコムシ科の一種⑦

Serpu I j dac sp. カンザシゴカイ科のー

種③

Nere i dae sp. ゴカイ科の一種⑤

PHYL淵 PO部前PHORA有議動物門

ヒゲムシの接管会

PHYLU掛ART限切∞A 蔀足動物内

8alanus albicostatus シロスジフジツ

ボ②

Tetracl ita ノ~aponica クロフジツボ③

Cleantiella isopus イソヘラムシ③⑤

Ligia exotica フナムシ③

Cerapus tubularis ホソツツムシ⑥

He.ρtacarpus rectirostris アシナガモ

エピ③

バ/ρheuslob i dens イソテツポウエピ②

白//j初assapeta/ura スナモグリ②

Petrolisthes japonicus イソ力ニダマ

シ③

Pachyche/es stevensii コブカニダマ

シ①

Clibanarius bimaculatus イソヨコバ

サミ③



C /infraspinatusコブヨコバサミ④

Diogenes edwardsii トゲツノヤドカリ

⑥ 

Pagurus dub i us ユピナガホンヤドカリ

② 

P geminus ホンヤドカリ③

P /anuginosus ケアシホンヤドカリ⑤

Schizophrysaspera ノコギリガニ(死)

② 

Tiarinia cornigera イソクズガニ①②

Portunus pe/agicus タイワンガザミ

(殻)②

Atergatis f/oridus スベスベマンジュ

ウガニ⑤

Leptodius exaratus オウギガニ告ゆ⑤

Scopimera g/obosa コメツキガニ②

Pachygrapsus crassipes イワガニ③

Hemigrapsus sanguineus イソガニ②③

6aetice depressus とうイソガニ@ゆ

ウミグモの一種⑤

Pinnotheridae sp. カクレガニ科の一

種⑥

Maj idae sp. クモガニ科の一種⑦

PHYLUM ECHINODERMATA 赫皮動物門
バstropectenpo/yacanthus トゲモミジ

②④ 

A. scoparius モミジガイ②④

Luidia quinaria スナヒトヂ⑦

Certonardoa semiregu/aris アカヒト

デ⑤

Asterina minor チピイトマキヒトデ①

A. pectinifera イトマキヒトヂ@ゆ

Coscinasterias acutispina ヤツデヒ

トデ③⑤

Ophiothrix exigua ナガトゲクモヒト

デ①③
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Ophio.ρ/ocus japonicus ニホンクモヒ

トデ②

Ophiura kinbergi クシノハクモヒトデ

⑦ 

Mespi/ia g/obu/us コシダカウニ④

Temnoρ/eurus reevesi i 1、リサンショ

ウウニ⑦

r toreumat i cus サンショウウニ②
Hemicentrotus pu/cherrimus 1¥フン

ウニ②③

Pseudocentrotus depressus アカウニ

① 

バnthocidariscrassispina ムラサキウ

ニ②③

Perone//a japonica ヨツアナカシ1¥ン

⑥⑦ 

バstric/ypeusmanni スカシカシパン⑦

Lovenia e/ongata ヒラタブンブク⑦

Echinocardium cordatum 才力メブンブ

ク⑥⑦

Apostichopus japonicus マナマコ③④

⑤ 

H%thuria moebi テツイロナマコ③⑤

ウミシダの一種①

PHYLU捕CHORDATA 脊索動物門
Ciona intestina/ is カタニエウレイボヤ

④ 

♂ savignyi ユウレイボヤ④

8otry//oides vio/aceus イタボヤ③

Stye/aρ/ icata シ口ボヤ②

pyura mirabi/is マクラボヤ②

Triakis scy/ / ium ドチザメ⑧

Urocampus rikuzenius オクヨウジ②

Hypodytes rubr i p i nn i s ハオコゼ②

肋rgi/ cepha/us ボラ③

Gwobranchus e/egans ナベカ②③



Eviota abax イソハゼ、②

Bathygoibius fuscus クモハゼ③

Favonigobius gymnauchen ヒメハゼ②

Acentrogobiωpf/aumi iスジJ、ゼ②

Heteromycteris japonicus ササウシノ

シタ⑦

Rudar ius ercodes アミメハギ②

Canthigaster rivu/ata キタマクラ③

イタボヤの一種③

Antennariidae sp イザリウオ科のー

種③
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和歌山県西牟婁郡白浜町五色浜海岸における漂着貝類

京都大学フィールド科・学教育研究センター海域ステーション

瀬戸臨海実験所OB
樫山嘉郎

切っ""''"ド

主主久I11

牛ヶ宝E

!OOOm 

はじめに

自宅から近隣の、五

色樹毎j苧は総延長1キ

ロ程の南北に延びた砂

J尉好芹:である(左図)。
外J好に耐してはいるが、
その尚端は忠礁地帯で

隔離され、さらに湾曲

しており、また、岸か

ら海に前iカ冶ってやや左

寄りにj社流島がある。

西風以外は比1絞13切~~.や

かであり割合間鎖的な

地形となっているの

平成16年より本海

岸と磯を隔てた牛ヶ道

海岸において漂着貝類

の調査を行ない現在も

実施している。

今回、五色1!ザザ庁で

の調査結果の一部をと

りまとめたので、以下lこ

報告する。

なお、 謂査は、 釘毎;抱制i恒問豆到! 
η汀-i湖i

;ほ王どの間でで、目岱t悦できたj漂22京11:着貝芳類iを採集u寺ち帰りF伊問Iヰi定した。なお、!とi化が激しい個体は除外した。
記載はFl:;ド近海産貝煩図鑑(奥谷詩可編書東海大学出版会 2000)に従ったO

。(2004. 8. 27~31) 

Jl日足和r，j GASTROPODA 

サザエ科 1.¥u'binidae 

カタベガイ Allgana 11憎たc臼Poppe&Gotρ，1993

タカラガイ科 Cypraeidae 

コモンゲカラ C;p1'8el1 (E1郡佐il1)e1開l1Linnaeus、1758



トウカムリ科 Cassidae 

カンコガイ Phah"um. glaucum (Linnaeus， 17関)

カズラガイ Phalium{l元emarrh白.JhVOammi1らOZUIn(Roding， 1798) 
ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ FJC，凶 8uhintθ'I'llledia(d'O出i伊lY， 1852) 

ヤツシロガイ科 Thnnidae 

ヤツシロガイ 1bJ1J1lJ lu脱却白ma(J互助ter， 1857) 

ムシロガイ科 N部 8貯話dae

ムシロガイ Mo，泊ali・開湖沼!ll9(philipp~ 1849) 

エゾパイ科 Buairudae 

バイ B功doniajaponica(悔eve，1842)
イモガイ科 Conidae 
タガヤサンミナシ ぬn凶ωla1iorol1us)加減leLinnaeus， 1758 

• (2004. 9. 7) 

!鹿足綱 GASTROPODA 

ミミガイ科 Ha1iotidae 
トコブシ Halio白 (Sulculus)dil開>rsicoloraquatilis R舵 ve，l846

ニシキウズガイ科官。chidae

ニシキウズ沼町l1usmaculatus Linnaeus， 1758 

ギンタカハマ TectllS pyra.llllS(Born， 1778) 

ナツモモ α'1l1Culus J111ll伊n加nus (Ph出pp~1849) 

タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ φrpraeaωlam池誠arahicaasiatica (Schilder & Schildeξ1939) 
カパフダカラ Cypraea (ErlYJne~ caudca伺 udcaLinnaeus， 1758 

カノコダカラ Cypl'aea(αihrarlllaJ cribr81羽αihrariaLinnaeus， 1758 
コモンダブJラ Cypraea(品開'81刻印開aLinnaeus， 1758 
オミナ工、ンダ、カラ 匂?θmθ'a(Eros81錫 boiVIl血oKiener，l843
アヤメダカラ Cypraθ>a(島田m創 polmiaLinnaeus， 1758 

カモンダカラ Cypraea (Eros81がhelvolahelvola Linnaeus， 1758 
トウカムリ科 Cassidae 

カンコガイ Phalillll1 glaucllm (Lirmaeus， 1758) 

ピワガイ科日cidae

ピワガイ FJcU8811hintel7J1edia(d'Orもignぁ1852)

ヤツシロガイ科 τbm註白e

ミフウズラガイ 1hJ1J1lJ chinensis (D迎wyn，1817) 

フジツガイ科 Rane血dae

シノマキガイ φ叩 atillll1(MonopleX) pileare a氾maeus，1758) 
マクラガイ科 Olividae

マクラガイ OlivamustθJ.inaLam紅ck，1811
ブデガイ科Mi仕idae

ヒメイモフデ月四月切undulosa(Reeve，l844)

イモガイ科 Conidae 

ベッコウイモぬIJ1US(αle]YCOl1US)fulmel1 Reeve， 1843 
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サラサミナシ Conus (RhizoconR9) capi治ne即Linnaeu8，1758

キヌカツギイモ α'nus(陥-gimnus)DavidωLamarck，181O 
タガヤサンミナシぬlflus(D81ioconus)t制定~Linnaeus， 1758 

クルマガイ科 Architec初出cidae

クルマガイ Arch胎c白m白色町1ueazis在五nds，l844)
ナツメガイ科 B吋Jidae

ナツメガイ B吋laventr比osaGould， 1859 
二枚貝綱 BIVALVIA 

フネガイ科 A詑idae

エガイ Ba1"batia <Aharbatがlima(Reeve，184必
アカガイ &pha:ca broughwnii(Schrenck， 1867) 

ウグイスガイ科 P加riidae

ウグイスガイ Pter.ia breviala臼 (Dunkel~ 1873) 

クロチョウガイ Pinc，臼dam81伊 Titi岳tra(Linnaeus，1758) 

イタヤガイ科 Pec也ridae

ヒオウギ JlAmachlam阿 nob必侃間ve，1852)

ツキヒガイ Am邸d.umノ万戸IJlIcumjaponIcum(Gmelin， 1791) 

ザノレガイ科 Cardiidae 

ザルガイ Vasticardium burehardiωu叫cer，187り
ナガザノレ 陥sticm叫umenode (Sowerby， 1840) 

'(2004.10.2) 

!鹿足綱 GASTROPODA 

ニシキウズガイ科官∞:hidae

キサゴ臼nbonIumα移却tum(Valenciennes， 1部8)

サザエ科 'I¥rrbinidae 

コシタカサザ、ヱ Turlりωfurmru'08加maJ珂θ'I1OgyrusFおcher， 1873 

ウラウズガイ Astralium haematragum倒enke，1829)

タカラガイ科 Cyprae抵m

ヤクシマダカラ αタ'1"aea(Mam7包材arabicaasiatica (Schilder & Schildel~ 1939) 
クチムテサキダカラ Cypmθaゆヲ1C~ ω'IJeOla Clll'n，ωL出 nnaeus，1758 

ホシキヌタ Cyp1・'l1ea(与ヲ紅白t訪日teDusLinnaeus， 1758 
ヤナギシボリダカラ GyP1"aea (Lmがよsa飴.JlaLinnaeus， 1758 
ナツメモドキ O乞11'l1ea(E1Tollee品目7.Vl1esθ'lTOl1esLinnaeus， 1758 
メダカラ の伊加'8(Puzpw:adus掛伊町助G倒 koin， 1848 

チャイロキヌタ Cyp1'a88 (Palmadusta> .a1如Beh'，Jo国 seauDle.ヲ 1876
カノコダカラ Cyp1"aea(αihro.rulmα'1h1・'ar.I8C1幼'1wiaLinnaet風 1758
コモンダカラ φ少'1"a，θa(l沼田m却 θ'1vsaLinnaeus， 1758 
アヤメダカラ Cyp1'11ea(品開沼紛po1'l1liaLinnaeu8， 1758 
カモンダカラ GyPl'l1ea (ElVS81却 helvolahelvolaμnnaeus， 1758 
川ナマルユキ Cypl'l1ea (ElVS817.訪問1pll郎早則的capllts，勾 Jel1tJSLinnaeus， 1758 
アッキガイ科 Muricidae

ハナワレイシ Nass.a 11'11.庇vlina(Bn湾出会，m.，1789) 

18 



マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ 品開mus脂血aLama詑k， 1811 

イモガイ科 Conidae 

サヤガタイモ αnω(陥 7"OCOnuE)m血 zisHwass in Bru伊u的， 1792
ベッコウイモぬIJlUS(α吟切IJlUS)JuJmen Reeve， 1843 
サラサミナシ Conω(/lhizoconuE) capitaneus Linnaeus， 1758 

二枚貝網 BIV泣 NIA

イタヤガイ科 P即位垣dae
ナデシコガイ Chlamys(よdθげI}hlsmy沙問'guJa.z怠侶owerby， 1842) 

'(2004.10.3) 

腹足綱 GASTROPODA 
ニシキウズガイ科官。chidae

ナツモモ α~wculus margaritarius (Phi担.pp~ 1849) 

キサゴ UmlりlJllumα1Sta如m(Valencienn朗 1838)

サザエ科古U'binidae

カタベガイ .Arl.伊 zianeglec.臼Poppe&Go句， 1993

タカラガイ科 Cypraeidae 
ヤクシマダカラ Cypra，θa臼ゐuritJ訪arahii::a8Siatica (SchiIder & SchiIder， 1939) 
グチムラサキダカラ Cypraea~l1C訪問meoJacameoJa Li:nnaeus， 1758 
ヤナギシボリダカラ Cypraea(LwがisabeUaLinnaeus， 1758 
チャイロキヌタ Cypraea (Palmad即紛artu盛li，Jou倒eaurne，1876 
カノコダカラ Cypraea(αihrarula crihraria crihra.zia Linnaeus， 1758 
コモンダカラ Cypraea(品開担制e.l四'aLinnaeus， 1758 
アヤメダカラ Cypraea(品vsari1I)pora.zia Linnae田， 1758

カモンダカラ 勾少'ra，θ'a(E.lVS8.lがhelvolahelvoJa 1厄maeus，1758 
シボリダカラ qョoraea(f_加rphyL.晋e~limaCIna limaCIna Lamaruck， 1810 
ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ FicUSBU品加tl7I1em沼(d'Orb培時 1852)
マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ 品開mustelinaLamarck， 1811 
イモガイ科Conidae

サラサミナシ αIJ1US(品izoconus)ωrp.l，白'JleUSLinnaeus， 1758 
カパミナシ ζvnus<RhizoconuE) vexilJul11 Gmelin， 1791 
タガヤサンミナシ αlJl悶ω'arioconus)加減leLinnaeus， 1758 
クルマガイ科Architec加nicidae

クルマガイ Architec，ωlnica trochiearis (I五n也， 1844)

'(2004.10.6) 

腹足網 G必TROPODA
ニシキウズガイ科Trochidae

ナツこそそ αEl1lClUllS margmi加問(Philippi，1849) 
キサゴ Umboniumα恕臼tum(Valencienn開， 1838)
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ウミウサギガイ科 Ovulidae 

ワミウサギガイ OvuJaovum(μnneaus， 1758) 

タカラガイ科 Cypraeidae 

ウキダカラ Cypraea (Pa1madusωaseDuslinnaeus， 1758 
カノコダカラ Cypl'aea (CrihraruJ8)α必'1'81iacrihl'a.Iia L:innaeus， 1758 

オミナェ、ンダカラ c'yjθlJ'8ea (品開rmiEiJ加!Iv.zi1lIKieneξ1843

アヤメダカラ Cyp1'8ea(品aan.訪porariaLinnaeus， 1758 
シボリダカラ Cypraeaω'taplりrlae8)limacin8 limacina Lam位、lCk，181O
ピヲガ、イ:f-} Ficidae 

ピワガイ FIcus 8uhintennem没(d'Orh培町 1852)

ブジツガイ科Ranellidae

シノマキガイ O狙 'atium(MonopleJd pilem'8 (Linnaeus， 1758) 
ボウシュウボラ αazvnia lampas sauliae (R開ve，1844)
ムシロガイ科 N加 sariidae

ムシロガイ Niotha livesans (Philippi， 1849) 

マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Olivam即 telinaLamarck， 1811 
イモガイ科 Conidae 
ハノレシャガィ αn即位Jthoconus)臼9SulatusBorn， 1778 
サラサミナシ αIJ1US(励 I2.VC0nuS>capi治'11θ四 Lin:naeus，1758 
カパ←ミナシぬnus(Rhizoconz訪問恒llum開反llumGmelin， 1791 

タガヤサンミナシ CmlUS (D.躍すαVI1US)tθ泊 A心 nnaeus，1758 

ご:1t貝綱 BIVALVIA
フネガイ科 A犯idae

エガイ Bm加tiaωharha.刷 lima侃舵ve，l844)
ウグイスガイ科 P飴討idae

ウグイスガイ Pteria l>>.制強L雪印(D国ikeζ1873)

ハボウキガイ科 Pinnidae

ハボウキガイ Pinna hicolor Gmelin， 1791 

タイラギ At.J'.Ina(ServatrimI)戸河r.:tI.l18臼αぷmae地 176カ
イタヤガイ科 Pec出ridae

ナデシコガイ Chlamys (Laevichlamys) i1Tegt血問(Sowerby，治主2)

ベッコウガキ科 Gryphaeidae

カキツバタ 司防御'8imhricate CLamarck， 1819) 
キクザノレガイ科 Ch怠midae

サノレノカシラ Pseudochama ro.伽陀fI8a(Lischke， 1870) 

'(2004.10.9) 

腹足綱 G必叩OPODA

ニシキウズガイ科宣明hidae

ギンタカハマ 1ectU8 tJisel盟胎(L加 1担'ck，l822)

タカラガイ科 Cypraeidae

カノコダカラ Cypra，ω(α話brMul8)cahraria cnhraIia弘n:naeus， 1758 
カモンダカラ Cypraea (Erosm胡 heJvolahelvola Linnaeus， 1758 
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トウカムリ科 C朗読dae

カズラガィ Phah'um任主eZOEm必双~DammiJ.らTum(脳血g， 1798)

アッキガイ科 Muricidae

シロレイシ Maneinθflasiro(Kuroda， 1931) 
エゾ.パイ科 Buccinidae

シワホラダマシぬntharus(Pa品説mollis(Go叫d， 1鮒)

マクラガイ科 Olividae

マクラガイ Oliva mustelina L五ma:rck， 1811 
フデガイ科陥出dae

トピイロフデ Nehulaz由p1t駒郡a白鴎ve，1844) 
ヒメイモブデ舟句伊undm倒 'a(R伺 ve，1844) 

イモガイ科 Conidae 
カパミナシ αtJ1US (Rhizoronus) vexiDum vexillum Gmelin， 1791 
タガヤサンミナシ 白tnus(Dan民主m~ 印刷leLinnaeus， 1758 
クルマガイ科Archi倒的nicidae

クルマガイ Aahitectonicatrochleari.比五nds，l844)

'(2004.10.10) 

腹足網 GASTROPODA

ニシキウズ、ガイ科昔前hidae

ギンタカハマ 1ectus triserialis (Lam蹴k，1822)

ナツモモ C加'1Cu1usmaJ伊 n治的/S(PhilipP'I.1849) 

タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ φpraeaωlauriωarahica asiatica侶chi1der& sc凶der，1939)
クチムラサキダカラ Cypraea (lJmC.UI) car.neola carneola Linnaeus， 1758 
ホシキヌタ qョoraea(かl1CimI)η'aUusLinnaeus， 1758 
ヤナキ¥汁号、リダカラ Cypraea (Lurù~ isaheUaLinnaeus， 1758 

ナツメモドキ Cyp1'Etea(必TOJ1etVenり庇1fIenり加9Linnaeus; 1758 
メダカラ Cypraea(日時世adusωgJ"8cilisG剖 koin， 1848 

チャイロキヌタ Cypl'8.ea (R必nadusωartu島'liJous舵 aume，1876 
コモンダカラ 匂praea(盈田mが θ~aLínnaeus， 1758 
ノ¥ツユキダ、カラ Cypl'8ea (Eros81がm泊没zisGmelin， 1791 
オミナエシダカラ φpraea (Eros81がおtivil旭'阻ener，1843 
アヤメダカラ 匂pl'8.ea(品開躍がpol'8.1羽Linnaeus，1758 

カモンダカラ Cypraea(五加arilI)helvola helvola Linnaeus， 1758 
ハナマノレユキ Cypraea (Eros81掛 capu.お'Brpentiscapuu明 Z開 ti9Linnaeus， 1758 

シボリダカラ Cypraea (StaphylaeaJ limacil1a limacina Lamaruck， 1810 
トウカムリ科 Cassidae 

ウラシマガイ Semicassis bis凶m抱prei知双ilis犯ra，1959 

カズラガイ Phalium (BeZ081泊:Ca1faJsammiferum (Roding， 1798) 
ピワガイ科. Ficidae 

ピワガイ 丹~USsuhiJltenne品没(d'Orbi伊lY， 1852) 

ヤツシロガイ科 τbm雌8e

ヤツシロガイ 1bl1nalu般JStoma仮設S船主 1857)
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マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Olivam凶脂血aLama枕 1811

イモガイ科 Conidae 
サヤガタイモ Conus (Vrrroconus) m血 risHw拙 8inBn思山ere，1792
ジュズカケサヤガタイモ ぬ'l1us(防空間'l1us)coronatus Gmelin， 1791 

ベツコウイモ白111llS(Chelyconus) fulmen Reeve， 1843 

サラサミナシぬlJ1us<.RhiroconuS>capItaneus Linnaeus， 1758 
アンボイナ Conω(Ga，_qtJ泌unVgt3伊'aph悶 Linnaeus，1758 
タガヤサンミナシぬ'nus(D81ioconus) tθ戚 leLinnae田 .1758

二枚貝網 BIVALVIA 

ブネガイ科Arcidae

ワシノハガイ Areanavf，白血zisBn習出会詑8，1789

-(2004.10.11) 

目亙足綱 GASTROPODA 
ニシキウズガイ科百四hidae

ナツモモ ClanculllS margari加7'llS (Philipp~ 1849) 

タカラガイ科匂rpraeidae

ヤク、7-<'ダカラ Cyp111eaωfauI7樹 arahicaasiatica像記lder& Schildeζ1939) 
カノコダカラ Cypraea{α幼raruωcI7hrariaCI挽汲riaLinnaeuB， 1758 
コモンダ、カラ Cypraea (.ErrxiarilI) e.llJ$a Linnaeu8， 1758 

アヤメダカラ QゆlJ"a，θ'aCEIaarl訪jXlll1rIaLinn加国.1758
ピワガイ科 Ficidae 
ピワガイ Ficus 8uhi11tθ'rme(曲(d'Orb培町 1852)

エゾパイ科 Buccinidae

パイ B砂舟lJ1iajaponica (R田明， 1842)

マクラガイ手ヰ O註vidae

マクラガイ OlivamzlStθ.JinaLam位法ヲ 1811

イモガイ科 Conidae 
サラサミナシ α'nus(助成JC011US)capi伽 θ田Linr蹴us，1758
カパミナシぬ'l1us(励 ImCOnllS)脱出'umvexiDum Gmelin， 1791 

タガヤサンミナシ白'11回 (Dari(JCOnus)textile Linnaeus， 1758 

'(2004.10.15) 

w争;足綱 GASTROPODA 
ムカデガイ科 Vermetidae

オオヘピガイ 晶'1jJulorNsimhJicatus (Dunker， 1部0)

タカラガイ科匂rpraeidae

ウキダカラ ιyPll1ea (Palmadus，ω車両ヲ，UusLinnaeus， 1758 
カノコダカラ Cypl'aea(αihl加'U紛 Cl~必1111・mαWl11l羽Linnaeus， 1758 

フジツガイ科Ranellidae

シノマキガイ φ四atium臼fonopJe:0pileare (Linnaeus， 1758) 
エゾパイ科 Bu∞inidae 
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パイ Balyloni.勾与脚'i1IC8(Reeve， 1842) 
マクラガイ科 O且.vidae

マクラガイ Olivamustθdina Lamarck， 1811 

フデガイ科地出dae

ベニフデルbulariaraaaa侃eeve，l845)

'(2004.10.16) 

腹足綱 GASTROPODA
ニシキウズガイ科官∞hldae

キサゴ Umhoniumαn師向m(Va1enciem腕， 1838)
タカラガイ科 Cypraeidae 
カノコダカラ Cypraea{α茄'l1lrl必 α幼'1'arIaα話bl'lll羽Linnaeus，1758 
カモンダカラ Cypraea (E1TJ8ari~ heJvola heJvola Linnaeus， 1758 
トウカムリ科 Cassidae 

カズラガイ Pharium (BezoardicalJlI) Oammjferum侃oiling，1798) 

ピワガイ科 Ficidae 
ピワガイ Ficus SUhintelW，θ池沼(d'臼b培時 1852)

ヱゾパイ科 Bu∞inidae

ミクリガイ丘"iphonaliaα櫛 ridariaeformis侃eeve，1843) 

マクラガイ科 Olividae

マクラガイ Oliva mllstelina Lamarck， 1811 

フデガイ科Mitr姐m

ヒメイモフデ F想的rgialIndulosa (恥eve，1844) 

カパミナシ白n悶 (Rhizoconus)開X必um開足llumGmelin， 1791 

タガヤサンミナシ白'nusω~oconus) textile Linnaeus， 1758 

'(2004.10.21) 

2長足綱 GASTROPODA 
ヨメガカサガイ科 Na偲臨dae

マツバガイ 白JlanaIl伊りJin倒的低舵ve，1839)

ニシキウズガイ科世田hldae

ギンタカハマ 勧 'tustz脱'lialisωmal'ck，1822)
ナツモモ α'anculusm担'gl11i臼n"us(Philipp~ 1849) 

サザエ科

コシタカサザ、こに 1brho (Mar.marostomBJ stenogj羽ISF主sche~ 1873 

ウラウズガイ Astralium haematragum伽enke，1829)
サラサパイ PhasianθJlasa占ゐ(Bom，1780) 
タカラガイ科匂1pl'aeidae

ヤクシマダカラ αpraea {Mawi.ω111幼oicaasL幼白(Schildel'& Schildel'， 1939) 
クチムラサキダカラ 匂少'l'aea(与ヨ1C却伺Tlleola伺 1'n，ωh弘nnaeus，1758 

ホシキヌタ Cypraea匂'IlCimI)円teDlIsLinnaeus， 1758 
ヤナギシボリダカラ Cypraea(Lw.がisahellaLinnaeus， 1758 
カバフダカラ 匂伊'1'aea(Errone~ ca凶icacaW7Ca Linnaeus， 1758 
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カノコダカラ Cypraea{α幼!rm71la)cribraJia cn'hrar.ia Linnaeus， 1758 
コモンダカラ Cypmθ'a(品開'8J.がerosaLinnaeus， 1758 
ナシジダカラ Cypraea (Erosar.ia) labrol.in倒的Gaskoin，1849
オミナエシダカラ Cypraea (Eros，担割 hoivin.iiぉeoor，1843 
アヤメダカラ G}prBθ'a(品開mがporariaLinnaeus， 1758 
カモンダカラ Cypl'8ea(盈"OSmがhelvolahelvola Linnaeus， 1758 
ハナマノレユキ 句戸-aea(品vsm湖 ωI]JU郎存削歯切I]JU加 'rpent診Linnaeus，1758 
シボリダカラ Cypl'8ea (51臼I]Jhylaea)limacina limacina Lamaruck， 1810 
タマガイ科 Naticidae 

マンジュウガイ Polinias albumen <Linnaeus， 1758) 
トウカムリ科 C拙 sidae

ウラシマガイ Semi.民間usbis凶m臼presimi瓦sKira，1959 

ピワガイ科目ci出e

ピワガィ Ficus subi11tθ'1711edia (d'Orbi伊1ぁ1852)

ブジツガイ科Rane也.dae

カコボラ O担 wtium(MonopJeX) parthen勾JeU1l1(Sali'3 Mru'SCh1ins， 1793) 
ムシロガイ科 Nru咽ariidae

ヨフパイ 1elasco suDIatus (Gould， 1鮒)
ヱゾパイ科. Bucci:r設dae

ミオツクシぬかlJlI1L也岳町1Jula(恥eve，1843)
テングニバヰ Melongenidae

テング、ニシ Hem必18UStuha(Gmelin， 1781) 

イトマキボラ科 F剖ciolariidae

ナガサキニシキニナ La位WUS11，噌wakIellSis(Smith， 1槌0)
スジグロニシキニナ La佐賀lus加m加θ(Gmelin， 1791) 
イモガイ科 Conidae 

ベッコウイモ α'.l1us(Chely初 '.l1u8)fU加θ'11Reeve， 1843 
サラサミナシぬ'.l1US(Rhizoconus) capitane回Linnaeus，1758 

カパミナシぬ'.l1us(Rhi筑wnus)vexillum vexillU1n Gmelin， 1791 

ノ¥イイロミナシ ぬ'11us(五混血JCOnu8)ra的zsHwru鵠 inBn宅問会re，1792

タガヤサンミナシ白l11us(Dmiocollus)textile Linnaeu8， 1758 

二枚貝綱 BIVALVIA 

ブネガイ科Arcidae

エガイ &rhaωωharbatJ域主I11a侃eeve，1844) 
ウグイスガイ科・ Pteriidae 

ウグイスガイ F除z羽href狙lata(Dunker， 1873) 

イタヤガイ科 Pec出ridae

ナデシコガイ α1lamys(Laθ附illa坦ys)irregz血ris(Sowerby， 1842) 
キンチャクガイ Deca加pecten8加友会18(Schumacheζ1817) 
ノ¥ナイタヤ P町 'fenslnellSi9 PU11Cticulaれ18Du叫ωζ1877

'(2004.10.22) 

Jl夏足綱 GASTROPODA 
ニシキウズガイ科 Trochidae 
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ギンタカハマ 1ectustI蜘 '1ialis(Lamarck， 1822) 

ナツモモ ClancwωlDBrg81抑rius(Philipp~ 1849) 

サザエ科 Thrbinidae 

カタベガイ A1耳伊rianeglecta Poppe & Go加， 1993
サラサノミイ PhasianeDa soli冶(13orn，178ω 

タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ Cyproea (Mam式訪arohicaasiatica (&hilder & &hilde毛1939)
ホシキヌタ Cypl'8ea(与也αrnl品目i:ellusLinnaeus， 1758 
ヤナギシボリダカラ Cyproea (Lm却 isabeDaLinnaeus， 1758 
メダカラ q伊oraea(PwpuraduωgracilisG倒的，in， 1848 
カノコダカラ Cyproea(αibl町 'uh:dαib.l加盟crih.l'8riaLinnaeus， 1758 
ナシジダカラ Cyp.l'8ea(Eκ1881がlabrolineataG加 koin，1849
アヤメダカラ G)praea(品開躍がP01'8riaLinnaeus， 1758 
カモンダカラ 匂少mθ'0(Erosanゆhelvolaheli即 ，JaLinnaeus， 1758 

ハナマノレユキ φ抑制 (Erosmがcapu僻 Z知 ntiscapu伽写加知的Linnaeus，1758 
シボリダカラ φ少oraeaωrtaphylaelI)liJnacina liJnacina Lamaruck， 1810 
アッキガイ科 Mぽicidae

テツボラ PmpUJ'8 panalDa ((Ro占ng，1798)
ムシロガイ科 N部8町云dae

ヨフパイ 'IeJascosuDIatus(Gould， 1860) 
マクラガイ科 01i吋dae
マクラガイ 品開musb.ヲ五llaLam町ck，1811

イモガイ科Conidae

ガクフイモ白n邸内'irrrx刀'nus)lDusic四 Hw槌 sinBru伊治問8，1792

サラサミナシ Conus(Rhizoconus) capitaneus Linnaeu8， 1758 

カパミナシぬ~lUS(Rhizaxmus)開泣llulDviθ'XillUlD Gmelin， 1791 

タガヤサンミナシぬn四 (Darioanus)tθ'Xiile Linnae田， 1758

クルマガ，イ科 Architec加inicid舵

クルマガイ A肥w"tec如'mea段即11)θm由。五nds，l844)
ナツメガイ科 Bullidae

ナツメガイ Bulla viθn加決18aGo叫d， 1859 
二枚貝綱 BIVALVIA 

イタヤガイ科 P伺也ridae

ナデシコガイ C幼 mys(LaevichlalDYS) I1Te{Jl必ris(Sowerbぁ1842)

象 (2004.10.26)

笈宅綱 GASTROPODA 

サザエ科 Thrbinidae 

カタベガイ AI1garia negiJ.町白Poppe&Go加， 1993a

タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ φpraea (Mauriω81'8bica服組白紙hilder& &hilder， 1939) 
クチムラサキダカラ Cypraea匂m訪C81:neoJaC81:庇妙tlaLinnaeus， 1758 
メダカラ Cypraea(ん zpUJ"8duωgracilisGaskoin， 1848 
ウキダカラ Cypl"8ea (Palmadi間紛必~DusLinnaeus， 1758 
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ハツユキダカラ Cypraea (Erosan訪m血trisGme1in， 1791 
アヤメダカラ φ抑制'a(五加躍がporal羽Linnaeus，1758 
カモンダカラ 匂pl'8ea(Eros，躍がhelvoJahelvola Linnaeu8， 1758 

ハナマルユキ Cypraea (Eros81胡 capu伽 TjJentiscapu倒戸'ntisLinnaeus， 17回
シボリダカラ Cypl'8ea (Stap与rlae8)limacina limacll沼Lam紅uck，1810 
ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ Ficus subintErme必(d'O拘 ny，1852)
ブジツガイ科Ranellidae

シノマキガイ 。姐atiumωt/onopleiJpileare在.annaeus，1758) 
エゾパイ科 Buccinidae

ノ吋 B功rloniajaponica (恥eve，1842) 
マクラガイ科 01ividae 
マクラガイ じ造問m回 tElinaL組問ck， 1811 
フデガイ科 h担位idae

ヒメイモブデ此θ与伊'awldulosa侃eeve，1844) 

イモガイ科 Conidae 
サヤガタイモ白n田(陥m刀1J1uE)miliaris註wa部 inBruguierゑ 1792

ベツコウイモ白'llUS(α'e]yCOllu8)fu加θ'nReeve，1斜3
サラサミナシ Collω(Rhizoconus) capitane凶 μm舵 us，1758
カパミナシ α'nus(助 IzOCOllUS)vex仇 lJJViθ'XilIumGme1in， 1791 
ジュズカケサヤガタイモ αlJ1us(防空開1J1u.._r0coronatzぉGme1in， 1791 
キヌカツギイモ ぬfJlllS(陥giconuE)Oavid回Lam蹴k， 1810 
タガヤサンミナシ Conus (Darioconu13.)飢力会μnn部主総 1758
クルマガイ科Archi胎c加nicidae
クルマガイ Arch胎C釦'1TIcatrochle81首位inds，l844)

'(2004.10.29) 

腹足綱 GASTROPODA 

タカラガイ科 C)praeidae 
ヤクシマダカラ Cypl'8eaωlaw7ωarabica asiatica (Sc凶加&Schildeぇ1939)
クチムラサキダカラ 伽 '1'aea均rneifI)偲 rneoJaぽ例ぬnnaeus，1758 
カパフダカラ Cypraea (Errone8) caurica call11Ca勾部鍛工鼠 1758
メダカラ Cypraea(Pu宅puradut8)gracilj，_q G回 kom1848 
カノコダカラ Cypraea(α1hr81w8)αibraria C1W.政 Zおじnnaeus.1758 
コモンダカラ Cypraea (Eros81が日開a弘nnaeU8，1758 
ハツユキダカラ Cypmθ<9(品usan滋m必沼おGmel坑 1791

ナシジダカラ Cypraea(品開mがlabrolineat.aG酪お 1849
オミナエシダカラ Cypraea (Eros81却 boi臼lliiK主ene1'.1位3
アヤメダカラ Cypl'8ea(必US81がporanaμnnaelぬ 1758
カモンダカラ Cypraea(品vsal制 helvolahelvoJa Linn能us.1758 
ハナピ、ラダカラ 9伊加'a(品開'8rL訪a.{ll1ul，ωμ迎18.e砥 1758
ハh ワレユキ οpl'8ea (Erosari訪capu脱抑'n[L_qc.apu朗幹'ntil3.Linnaeus， 1758 
イトマキボラ科 Fasciolariidae

ナガサキニシキニナ La佐'ulusnagas.λkiensIS (Smith， 1鎚0)

26 



イモガイ科 Conidae 
マダライモ白tnus(陥'.l'OCOllUS)ehra，θus Linnaeus， 1758 

サラサミナシ Chnω(RJmxx:onus)伺rpitaneusLinnaeus， 1758 
キヌカツギイモ αtflus(四-giconuEJDavidus Lamarck， 1810 
タガヤサンミナシぬn悶 (Darioconus)t側 ileLinnae田， 1758

• (2004. 11. 3) 

援足網 GASヨ'ROPODA

サザエ科'furbinidae

カタベガイ At伊 rian，θ8必c臼Poppe&Go加， 1993

タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ CJpraeaω，fauriωarahica asiatica (Schilder & Schilder， 1939) 
メダカラ 9まJraea(P回puradu紛gracilisG剖 koin， 1848 
アヤメダカラ Cypraea (Eros81却pol'81泊Linnaeus，1758 
ハナマルユキ οrpraθ'8 CEIU981が capu股立'pen的 capu伽'1]-閥的Linnaeus，1758 
シボリダカラ φrpraea(&臼rphylae8>必nacinalimacina Lamaruck， 1810 
ピワガイ科目cidae

ピワガイ Fic凶 suhinlErmedia(d'臼higny， 1852) 
アッキガイ科 Muricidae

テツボラ Purpura panama侃oding，1798) 

コ二ゾパイ科 Bu∞inidae 
パイ Ba]J必tniajaponica但館開， 1842)

マクラガイ科 Olividae

マクラガイ 品開must必 18Lamarck， 1811 
ブデガイ科五也凶dae

ヒメイモフデ Ptezygiaundulosa (Reeve， 1844) 

イモガイ科 Conidae 
ノVレシャガイ αnω(Li幼'oconus)加別加18Born， 1778 

ノ¥イイロミナシ ぬn回 (Rhizoconus)rattus Hwa'38 in Bn略国会re，1792

. (2004. 11. 5) 

夜足綱 GASTROPODA

ツタノハガイ科 Pa加llidae

ツタノハガイ Scute品切的Oexuosa(1伽oy&Gaim町d， 1834) 

サザエ科引u'binidae

カタベガイ At穆m泊negJec，臼Poppe&Go初， 1993

サラサパイ PhasianeUa sohda (Born， 1780) 
タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ φrpraea (Maw7ωarahicaasi純白(Schilder& Schilder， 1939) 
クチムラサキダカラ Cypl・'8ea(勿 1cl8>，carnθ'01a侃 rneolaLinnaeus， 1758 
ウキダカラ Cypraea (PalmadusωaseJj，凶Linnae田， 1758
ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ丹'cussuhinlElwedia (d'ωbi伊lY， 1852) 
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フデガイ科 Mitridae

ヒメイモフデ月切rgiaundulosa侃eeve，1844) 
イモガイ科 Conidae 
ベッコウイモ Con四 (Chelyconus)fulmenR舵 ve，1843 
キヌカツギイモ ぬ~us(凶giconus)Ba同dusLama肥k， 1810 

タガヤサンミナシぬ'nllBω'a170c0n~ texti.J.θLinnaeu8，1758 

クルマガイ科Architec加lnicidae

クノレマガイ 必即血友貯白lnicatJ切 1uemお(Hind'3， 1844) 

• (2004. 11. 8) 

j鹿足桝 GASτ'ROPODA 
ニシキウズガイ科古田hidae

ナツモモ αill1Culus margaJポ白âus(Philipp~ 1849) 

サザエ科恒rrbinidae

サラサパイ PhacianeDa soh協侶om， 17印)

タカラガイ科 Cypraeidae 
クチムラサキダカラ 伽 lJ'aea(抑制carneolacan脚 uaμnnaeus、1758

ヤナギシボリ夕、、カラ Cypl11ea (L.四訪isabeJJaLillnaeus， 1758 

ウキダカラ φpl'8ea (PalmadusωaseDusμnnaeus， 
カノコダカラ Cypraea (Crihraruωcribrariaαih11l1詔unn締'l18、1758
ナシジダカラ Cyproea (ElV8m却 labroliJzea白Gaskom
シボリダカラ Cyp，1'8ea (sí臼pp)~凶'e8) 五macina Jim配間工ぷ鍛躍関k. 1810 

ピワガイ科 Ficidae 
ピワガイ Ficus subintelWec.的(d'Orb培ny， 1852) 

ムシロガイ科 N拙sariidae

ヨブパイ 7eU1sco suBlat，ω(Gould， 1部0)

エゾパイ科 Bu∞註註dae

ミクリガイ Siphonaliaα問 ridmiaeformis仮eeve，
マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ 品開must必羽Lam世改ヲ 1811

フデガイ科Mi位idae

トピイロフデ Nebl均riapro.犯issa侭eeve，l844)

ヒメイモブデ月θ移管iaundulosa侃舵ve，1844) 
イモガイ科 Conidae 
ジヌズカケサヤガタイモ α'nus( 路質問~~ coro鍛 f出忌部祭滋五 1791

ガクフイモ 白~IlS(防波)CQnus)music邸 Hwa踏出雲氏問主義主総 1792

ベッコウイモ Conus (Che'yconus) fulmen Re軒、
サラサミナシ Conus侃伝広間~us) capitalleUS 

タガヤサンミナシ α~us (Dm10c0llus) te~J{tile 

ナツメガイ科 Bullidae

ナツメガイ BuJJa VIθ脱獄糊Gould，1859
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. (2004. 11. 10) 

複足綱 GASTROPODA 
サザ、エ科 Th:rbinidae 

カタベガイ Angm羽nθg般的Poppe&Go加， 1993
クカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ CypraeaωゐmωarabicaasI1ltica (Schilder & Schilder， 1939) 
クチムラサキダカラ Qn問問(1Jmcがcm'n仰 ，]acarnωJa Linnaeu8， 1758 
カノコダカラ Cypl-aea(αibraruJaJ cribraria (!I泊1.r81由Linnaeus，1758 
アヤメダカラ Cypraea (Eram却 porariaLinnaeus， 1758 
カモンダカラ Cypraea(盈vsm却 helvolahelvola Linnaeus， 1758 
ハナマノレユキ Cypraea (Eramが capu的存則的capu，伽抑'lltisLinnae田， 1758
ブデガイ科.Mitridae

ヒメイモブデ丹切'lJI8undulosa (Reeve， 1844) 
イモガイ科 Conidae 
ハルシャガイ 白n四ω劫庇'.On118)血ssu1at，ω130m，1778 
ノ¥イイロミナシ α'n118<..RhizoconuS> rattus Hwass in Bru酔世間， 1792
アンボイナ白'n118(GastJ.幼 :uni)ge噌T中ohusLinnaeus， 1758 
タガヤサンミナシ ぬn四 ωm決別'1118)岳民治以nnaeus，1758 
クルマガイ科 A民hitec加nicidae

クルマガイ Arch飴 'CI:onicatroch必'aris(紅白出， 1844)

. (2004. .11. .13) 

題足綱 GASTROPODA 
サザエ科Tur悩nidae

カタベガイ A1穆創立aneglec，臼Poppe&Go加， 1993

タカラガイ科 Cypraeidae 
ウキダカラ Cypraea (Palmad118ωa8θo]Jus Linnaeus， 1758 
カノコダカラ Qョoraea(α幼I.rm匂却α卦!1m泊。必trariaLinnae凶， 1758
アヤメダカラ Cypraea (ElVSan訪poran没Linnaeus，1758 
ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ f守山'8suhintermedia (d'Orb培町 1852)

マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Oh'vanlωtθWlaL田nぽck，1811

イモガイ科 Conidae 
ノ¥イイロミナシ α!ll118 <..Rhhvcon118) J-a的 lSHw加sinBru♂.uere，1792 
タガヤサンミナシ αn四 (Dm放ヨク'll118)tθ'Xtile Linnaeus， 1758 

二枚貝綱 BIVALVIA

トマヤガイ科 C町也tidae

トマヤガイ ぬrdita1eana Dunker. 1部O

'(2004.11. 16) 

渡足網 GASTROPODA 
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サザエ科引rrb凶 dae

カタベガイ Az宅'(az泊neg1ec，臼Poppe&Go加， 1993
ムカデ、ガイ科 Vermetidae

オオヘピガイ Sezpulorbis imbrIcatus(Dunker， 1860) 

タカラガイ科 Cypraeidae 

ホシキヌタ Cypraea(与TJ1cina)viteDus Linnaeus， 1758 
カノコダカラ Cypraea(αihraru.uVαゆrrariaCI記brariaLinnaeus， 1758 
ナシジダカラ Cypraea(E加担制labrolinea臼Gaskoin，1849 
オミナエシダカラ Cypraea (Erosaz・iaJboivi1盟・応en問 1843
アヤメダカラ Cypraea (ErosazがporariaLinnaeus， 1758 
カモンダカラ 匂?θIraea(Erosazがhelvolahelvola Linnaeus， 1758 
ノ¥ナピ、ラダカラ Cypraea(品開担制a1111uJusLinr国eus，1758
ノ¥ナマノレユキ Cypraea (Erosazが伺ljJU腕 Ilpentiscapu伽 'lpentisLinnaeus， 1758 
シボリダカラ Cypraea (.Si臼ljJ4〆1aea)ml1aCIlla五macinaLヨmaruck， 1810 
ヤツシロガイ科 τbnnidae

ウズラガイ 'lbnna perdi.x-(.Linnaeus， 1758) 
アッキガイ科 Muricidae

アッキガイ Murex臼1Ul恕~ troscheh・白羽配behU配hke，1飴8
ノ¥ナワレイシ N応酬uaJl(X)]ina(Bn啄出会見 1789)

テツボラ PwpUl'8 paI18Jl1a ((Roding， 1798) 

マクラガイ科 Olividae

マクラガガ、イ Oh悶vaml1st胎θ.Jina
イモガイ科 Con血id伽ae
ハイイロイモ α1Jl11S仰'lasm仰 lJ1us)cinel"eus Hw部 sinBrugt沼会開8，1792
カパミナシ Conus (Rhizoconus)開厄11l1mvex辺'U11lGmelin， 1791 
タガヤサンミナシ 白IJlUS(Dari()(xJl1us) 俗説leLinnaeus， 1758 

. (2004. 11. 25) 

腹足網 GASTROPODA

ヨメガカサガイ科 Naa駈dae

マツパガィ αHana I1ig1りJinea臼(Reeve，1839) 
ニシキウズガイ科Trochidae

ナツモモ αfJllCuli四maz伊n加ius {Phi且pp~ 184ゆ

イシダタミ Aゐ111odontalabio企omcon.fusaTappanme-C田辺企i， 1874 
タカラガイ科 Cypraeidae 
ヤクシマダカラ οpraea臼!laun:ωarahicaasiatica (Schilder & Schil似 1939)
コモンダカラ Cypraea(盈vsaz創 θ'lVSaLinnaeus， 1758 
アヤメダカラ 匂?ワlJ'8ea(品開'an.訪porarIaLinnaeu8， 1758 
ノ¥ナマノレユキ 伽Jraea(ErosarI1I) capu伽厚相'ntiscapu.加平閥的Linnaeus，1758 
シボリダカラ 句pl'8ea(S1臼rphylaea)hmacina hmacina Lamaruck， 1810 

マクラガイ科 Ohvidae

マクラガイ ζ直vamustelina Lama児k，1811

イモガイ科 Conidae 
タガヤサンミナシぬIJ1US(DanOconus) tθ'Xtile Linnae国， 1758
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ナツメガイ科 B叫lidae

ナツメガイ Bulla開nな政樹Gu，札1859

.(2004.12.1) 

腹足綱 GASTROPODA

ニシキウズガイ科官∞bidae

ナツモモ α'anculus m81伊n加1Wヲ(Phi並pp~ 1849) 

サザエf-I・'furbinidae

カタベガイ Ang81羽neglectaPoppe & Go加， 1993
タカラガイ科 Cypraeidae 

クチムラサキダカラ Cypraea (l;ync.左手carl蜘 Jacarneola Linnaeus， 1758 
ヤナギシボリダカラ Cypraea (LU1却 isabeUaLinnaeus， 1758 
ウキダカラ Cypraea (Pahnadusω縦訓9DusLinnaeus，1758 
カノコダカラ O少'Iaea(αwrarul~ αwraria α幼'II11iaLinnaeU8， 1758 
デシジ夕、、カラ α'Praea(品開躍がlafu凶 l)eataG部 koin，1849
オミナエシダカラ Cypraea (Eros81却 boiviniiIむener，1843 
アヤメダカラ Cypraea (Erosm却porariaLinnaeus， 1758 
カモンダカラ φ'Praea(品開mがhelvolahelvola Linnaeus， 1758 
ハナマノレユキ φ少oraea(Erosmがα型開僻与制的capu脱抑'ntiSLinnaeU8， 1758 
シボリダカラ Cypraea(Sl臼p勾rfae~limacina limacina Lamaruck， 1810 
タマガイ科 Naticidae

トミガイ Polinias mammiUa (Iぷm船田，17邸)

ピワガイ科 Ficidae 

ピワガイ Ffuus 8ubintermec伯(d'Orb培nμ1852)

マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Olivamus脂血aLama:rck， 1811 

イモガイ科 co旭dae
ノ¥イイロイモ 白>l1US(}ろbasmα加 UE)cinereus Hw部 sinBru伊品距s，1792

サラサミナシぬ>l1US<Rhi.2LχvnuE) capitanelJS Linnaeus， 1758 
タガヤサンミナシ 白'l1llS(Dmiocol1us) tぬがleLinnaeus，1758 
クルマガイ科 A肥悩附初出cidae

クルマガイ Al:chitec，加'llIcatI町Ne81首位inds，1844)

.(2004.12.2) 

勝:足網 GAS官官OPODA

ニシキウズガイ科Trochidae

ナツモモ αqnculus m81伊n・飽2・us (Philipp~ 1849) 

サザエ科・ 百rrbini白e

カタベガ、イ A暗躍ianeglec，臼Poppe&Go加，1993

タカラガイ科 Cypraeidae 

クチムラサキダカラ Cypraea(与'11c..却carneolacarneola Linnaeus， 1758 

ホシキヌタ Cyprae.-aゆ7J1Cin1I)鴎 JJusむnnaeus，1758 
カノコダカラ Cypraθ'a(仁左1brarul~ α・品mria αib1'811aLinnaeus， 1758 
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ヤナギシボリダカラ Cypraea (Luria) isal凶raLinnaeus， 1758 
ハツユキダカラ Cypraea (EZVS81がm血 rISGmelin， 1791 
アヤメダカラ α少'raea(品VS81がpol'81羽Linnaeus，1758 
カモンダカラ Cypraea (Erosan訪helvolahelvola Linnaeus， 1758 
ハナピラダ、カラ φ少lTaea(EJt穆:8178)8Imulus Linnaeus， 1758 
ノ¥ナマルユキ Cypl'aea (Ezvsal胡伺ljJu帥尽則的capn帥'1]-閥的Linnaeus，1758 
フデガイ科乱世tridae

ヒメイモフデ月ezygiaundulosa (Reeve， 1844) 
イモガイ科 Conidae 
ハイイロイモ白IJ1US(Phasmocon~ cinereus Hwass in Bru脚色:e8， 1792

タガヤサンミナシ白n四ω'mitxxJnus)tθ油 leLinnaeus，1758 
二枚員制 BIVALVIA
イタヤガイ科 Pec信託白e

キンチャクガイ fu沼白戸到r:tens，的'atus(Schumacher，1817) 

'(2004.12.3) 

腹足絹 GASTROPODA 

ミミガイ科 Holiotidae 

マダカアワビ HaliotJ.忌む1版協掛madaka(Hade， 197ω 
ニシキウズガイ科官。chidae

ニシキウズ笠切h悶 maculatusLinnaeu8， 1758 

ナツモモ α'111Culus m8I営問加ius(Philippi， 1849) 
サザエ科引rrbinidae

カタベガイ An伊 rianeglecta Poppe & Goω，1993 
タカラガイ科 Cypraeidae 

ヤクシマダカラ Cypl'aeaω1awiωarahica 8Siatica (SchiIder & Sch丑de毛1939)
ウキダカラ Cypraea (Palmadusω出 >eUusI氾maeus，1758 
コモンダカラ Cypl'aea(E加担制erosaLinnaeus， 1758 
アヤメダカラ Cypmω(En亙'J81がpol'1ll盟Linnae田， 1758
トウカムリ科 C加 sidae

カズラガイ PhaJ-ium(Bθ12XJa:dica1.b:V血mm晶TUl11侃組ng，1798)

ピワガイ科目cidae

ピワガイ Ficus suhintermedia (d'白b培町 1852)

ブジツガイ科 Ranellidae 

シノマキガイ 勾四atiumω，fol1Ople，Y)pileare (Linnaeus， 1758) 
カコボラ q却atiUll1 臼，fono.〆~.i)p81幼'enopeum(S剖lsM田schlinsラ1793)

エゾパイ科 Buccinidae

パイ BaJ}岳'niajaponica(Reeve， 1842) 
マクラガイ科 0且vidae

マクラガイ Oh'vamustθJin8 Lamarck， 1811 
イモガイ科 Conidae 

ベッコウイモ Conus (ChelJ切1J1~五dmenReeve， l843

タガヤサンミナシぬtllUS(D81700.フtl1us) ぉx曲~Linnae同， 1758

クルマガイ科Archi加cωnicidae
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クルマガイ Architec向.nicatrochlem討(Hind'3， 1844) 

ナツメガイ科. Bullidae 

ナツメガイ Bulla開n加α)SaGo叫d，1859 

'(2004.12.4) 

}復足網 GASTROPODA 
ニシキウズガイ科官。chidae

エピスガイ ClL品出向'IJ1aunicumωm虫明 1860)
キサゴ Umめ'11iumcos臼tum(Valenciennes， 1838) 

サザエ科恒rrbinidae

カタベガイ A増加羽ne，件 'CtaPoppe & Go加， 1993
ソデボラ科 Strombidae 

マガキガイ Strombω〈ぬ111OmW'eJdluhuanus Linnaeus， 1758 

タカラガイ科匂rpraei由e

クチムラサキダカラ 伽 l]'Oea句pnciAcarneola carneola Linnaeu8， 1758 
ヤナギシボリダカラ O少lJ'aea(LwがisabeUaLinnaeus， 1758 
チャイロキヌタ Cypraea (Palmadusω血税d齢tliJous舵 aume，1876 
ウキダカラ Cypraea (Pahnadl凶 t8)aseDus Linnaeus， 1758 
コモンダカラ c.nフ>raea(Erosari.滅倒閣Linnaeus，1758 
アヤメダカラ Cypraea (EroslllがporariaLinr腿国， 1758
シボリダカラ Cypraea (Staphy吻eEdlimac丘lalimacinaLamaruck，181O
アッキガイ科 Muricinae

ハナワレイシ Nassa.fra.成立フwa(Bru伊 ere，1789)
イモガイ科 Conidae 
ベッコウイモぬ'1lus(Chely叩 '1lus)fu加θ'11Reeve， 1843 
サラサミナシぬn凶(丘'hizDconus)capitaneωLinr脚us，1758

クノレマガイ科 Arclri胎ctonicidae

クルマガイ Arehitec，如'meatrochi<θmョ担任五nds，l844)
ナツメガイ科 B叫並dae

ナツメガイ Bulla nθ'ntricosa Gouldヲ1859

'(2004.12.6) 

腹足綱 G必TROPODA
タカラガイ科 Cypraeidae 
ホシキヌタ CJ'praea(~ vi.加品18μnnaeus，1758 

ワキダカラ Cypraea (Palmadi凶ωa野!lJusLinnaeus， 1758 
カノコダカラ Cypraea(αibraru却αibrariacrihraria Linnaeus， 1758 
マクラガイ科 Olividae

マクラガイ Olivamωt拍 18Lam位ck， 1811 

'(2004.12.10) 

}鹿足綱 GASTROPODA 
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サザエ科引1rbinidae

カタベガイ An伊rianeg.般的Poppe& Goto， 1993 
タカラガイ科 Cypraeidae 

ホシキヌタ c:nθ'Il1ea(与悦il11I)円'teDusμnnaeus，1758 
ウキダカラ G;praea(R必'lladus.ωaseDi回Iinnaeus，1758 
ムシロガイ科 N拙 8出iidae

ムシロガイ Niothali・開筑'.e11S(Philやpi，1849)

エゾパイ科 Buccinidae

マルベツコウバイ Ecmanis tritonoides位田ve，l846)

イトマキボラ科 Fasciolariidae

ナガサキニシキニナ Latiruli凶 na，伊 sakiensis(Smith， 1鵠0)
マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Qliva musteJina Lamarck， 1811 

フデガイ科Mitridae

ブデガイ Mzセrainquinata (Reeve， 1似品
イモガイ科Conidae

タガヤサンミナシぬnωω'a1ioconus)t側 ileLinnaeus， 1758 

二枚貝綱 BIVALVIA 

イタヤガイ科 Pec也ridae
ナデシコガイ αIam邦 (Laevichlamys)I1WguJ81百(Sowerb訊1842)

.(2004.12.11) 

腹足綱 GASTROPODA

スカシガイ科目路ure出dae

テンガイ Diodol'8 quadJiradiatus (恥eve，185ω 

ニシキウズガイ科官。chidae

ナツモモ αf1l1cu1回 marg加古W1us(Philippi， 1849) 
サザエ科

コシタカサザエ 1hzかωtfarmaratoIlliI)stθ'I1Ogy宝刀sFi配her.1873 
スズメガイ科 Hipponicidae 
キクスズメ 品rppoIlなconica(Schumacheζ1817) 

カリパガサガイ科 Calyptraeidae 

アワプネガィ α-epidula(良湖問rpulus)g.ravispuJOSl1S (Kuroda & Hade， 1950) 
タカラガイ科 Cypraeidae 

メダカラ 匂伊豆lea(ん lpUl'8du，砂 gracilisGaskoin， 1848 

チャイロキヌタ Gypra，倒 (J必間dus~artufleli Jou朗eaume.1876 

アヤメダカラ Cypraea(品開rariEI)por81由Linnaeus，1758 
カモンダカラ Cypraea (Eros81がhelvolahelvola Linnaeu8， 1758 
シボリダカラ Cypraea(，5i臼lPh_r命θd五macinalimacilla Lamaruck， 1810 
タマガイ科 Na肱idae

リスガイ MammiJJamθ.JaI1Ostoma(Gmelin， 1791) 

エゾパイ科 Buccinidae

ミオツクシ SiphonaliatJ町 -hula低伺ve，1843)
ブデガイ科地位idae
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ベニフデ Nebulæ羽~9aaea(~ve， 18必)

ヒメイモブデ Ptelygiaundulosa (Reeve， 1844) 

イモガイ科 Conidae 

ノVレシャガイ 白n即位d凶JCOnus)tessulatus 130m， 1778 

ガクフイモ 白IJlUS白金賞wnus)music凶 Hw加 8inBru伊品開18，1792

ナツメガイ科 Bullidae

ナツメガイ Bu必開'IltI定制'8Gould， 1859 

カラマツガイ科 Siphonariidae

キクノハナガイ Siphonaria (An泊ωiph01加がsiri回目1sb巧r， 1894 

-(2004.12.12) 

!度足綱 GASTROPODA 
ニシキウズガイ科宮前hidae

ナツモモ Clancllli即m81宮加臼li.四(Philipp~ 1849) 

サザエ科 Turbinidae 

サラサパイ PhasianeDa soh泊(Born，1780) 
タカラガイ科 Cypraeidae 

チャイロキヌタ Cypraea(s必11am悶ωartu.fJiJliJous舵 aume，1876 
カノコダカラ Cypraea (Crihraruωα幼Jrariaα幼JrariaLinnaeus， 1758 
アヤメダ、カラ Cypraea{盈"OS81が戸Jr81泊Linnaeus，1758 
カモンダカラ αrpraea(E加 m訪1般的lahelvola Linnaeus， 1758 
シボリダカラ οrpraeaもStaph.vlae8>limacina limacina Lam町 uck， 1810 
ムシロガイ科 N邸 8町iidae

ヨフパイ 1elasro sufflatus (Gould， 1鮒)

フデガイ科 E也tridae

ベニブデ Neb凶wial"OSaaea (Reeve， 1845) 
ヒメイモフデ月白河沼undu1ωa俄eeve，1844) 

イモガイ科Conidae

ハル、ンャガイ Conus(L必}J()(XJDuS加ssulatus130m， 1778 

-(2004. 12. 22) 

腹足綱 GASTROPODA 

ソデボラ科 Strombidae 

マガキガイ 説TOmbus(α'11Omure.Y>luhuanus Linnaeus， 1758 
タカラガイ科 Cypraeidae 

クチムラサキダカラ Cypraea(身閣必ほrI即，]acf11:neola Linnaeu8， 1758 
ヤナギシボリダカラ Cypraea(L~訪 isabeUaLinnaeus， 1758 
カノコダカラ αrpraea(α話brm匂/8)crihrm羽αwr81羽Linr回eU8，1758
コモンダカラ c.nフlJ'8ea(Eros81がerosaLinnaeus， 1758 
アヤメダカラ Cypl'8ea(品'0881錫porariaLinnae凶， 1758
カモンダカラ φrpraea (Erosmがhelvolahelrむ，]aLinnaeus， 1758 
ハナピラダカラ Cypraea(五回加がannuluslannaeus，1758 
ナシジダカラ 匂VPl加 'a(Elvsmがlabrolinea臼Gaskoin，1849 
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シボリダカラ Cypraea(説aphylae8>}jmacina limacina Lamaruck， 1810 
コ二ソ、パイ科 Bu∞inidae 
ミオツクシ SiphonaJi没trochula白的ve，1843)

マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ 品開mustelinaLam蹴k，1811

イモガイ科 Conidae 
サラサミナシ白IJlUS(励 izoconuSJcapi伽 θ凶Linnaeus，1758 

タガヤサンミナシ ωtJ1U9 (DanOcolll掛か組制innaeus，1758 
ナツメガイ科 B叫五dae

ナツメガイ Bulla ven加αJSaGolud， 1859 

'(2004.12.25) 

腹足網 GASTROPODA
ニシキウズガイ科官町hidae

ナツモモ α四culusmargmi加 iu_c(Philippi，1849) 
サザエ科 τ¥rrbinidae
カタベガイ An伊 rianeghθctaPoppe & Go加， 1993

タカラガイ科 Cypraeidae 
ヤクシマダカラ Cypraeaω;faurit却arahicaasIatica (Schilder & Schildel~ 1939) 
クチムラサキダカラ Cypraeaゆ明扮carneolacarnωL必 nnaeus，1758 
ヤナギシボリダカラ φpraea(Llll却 isaheDaLinnaeu8， 1758 
チャイロキヌタ 正)praea(Pa，加'adus.ωartufJee}jJou錨eaume，1876 
アヤメダカラ α少tl'aea(~'OSari訪 porariaLinnaeu8， 1758 
カモンダカラ Cypraea (Erosmがhelvolahelvola Linnaeus， 1758 
ハナマルユキ Cypraea (Erosm胡 capu伽字削tiscapu朗与問的Linnae田， 1758
コ二ゾノ〈イ科 Bu田inidae

パイ Balyloniajaponica(Reeve， 1842) 

マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ ぬ・悶m出血血aLamarck， 1811 

イモガイ科 Conidae 
アンボイナ Con田 (Gastl幼:widgl3伊'8phusLinnaeus，1758 

'(2004.12.28) 

腹足綱 GASTROPODA
タカラガ、イ手ヰ Cypraeidae 

ヤクシマダカラ αpmθaωゐ凶2ωarabicaasiatica (Schilder & Schilder， 1939) 
チャイロキヌタ Cypl'8，θ'a (Palmadus掛artu.fi泌:Jou蹄eaume，1876 

エダカラ Cypl'8ea (B.l.邸 ricrur8>teres teres Gmelin， 1791 
コモンダカラ α少Taea(盈vsana)erosa Linnaeus， 1758 
ハナピ、ラダカラ 匂pl'8ea(~制邸が al1Jluliω弘四1船田， 1758

ノ、ナマノレユキ Cypl'8ea (E加 'm却 capu伽 '.lpentiscapu腕抑'n的Linnaeus，1758 

ピワガイ科日cidae

ピワガイ 万ω'8subinte.l'lnθdia(d'ωbi伊明 1852)
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アッキガイ科 Muricidae

イボニシ Ti1ais(&.isbia) clavZR8ra(Kuster， 1860) 
エゾパイ科 BuccinIdae

パイ Bal.vlol1ia.fa]JOl1ica (Reeve， 1842) 
マクラガイ科 Olividae 

マクラガイ Oh悶 Jl111Stθ.1ll1aLam血:ck，1811 

イモガイ科 Conidae 

サヤガタイモ Coll11S(防 1VCOl111i少milImおHwa制 inBruguiere， 1792 

サラサミナシ α)J111s(Rh倣刀1J1118)capitan，θllsLinnae田， 1758
タガヤサンミナシ白'llus(Dm股X)J1US)鼠yf;jJeLinnaeus， 1758 

まとめ

5:1守或16f下にi調査を行うたCl(回数)は36聞である。採集した貝類で向定できた個体の内訳は、

巻貝類 O!知是制)2，160個体、一枚貝類(一枚貝綱)38M!体、総数は2，198個体であり、全体の種
類数は巻民・二枚貝額あbせて36科、 107種であった。

次ページの表は五色浜での優，J:_i種創性測するために科ごとに集計したものである。これをみると本

州f{;1t抑制fJj戒での巻貝類例副掘はタカラガイ科 42%、マクラガイ科21%、イモガイ科 18%、
ニシキウズガイ~45%、サザエ科に属するもの 4%などとなった(下!剖)。しかし、二枚貝類に|謝し

ては全体で 38{I川本と当初の一予想よりj耐捕に少なかった。これは、本来多数生息、してしもが漂着が

少なかったのか、あるいは調査年に限って少なかったのか理由は定かで、はなしL しかし、その後も

説腕して調査を行なっており、順次まとめてし、くのでし、利L何らかの舵測ができるのではないかと

五色濃瀧捧における譲購買額科ごとの翻合

5% 

18% 

21九

考えている。

参考文献

42% 

ロタカラガイ科

図マクラガイ科

口イモガイ科

ロニシキウズガイ科

関サザエ科

目ピワガイ科

図その他

標準原色闘員長全ノ{L/第3巻(波lff5忠重、小菅貞男 保育社、 196 7) 

新日本:[(腕i図鑑(中JC両日要北隠語宮、 198 2J 
世界文化生物大!玄]j:mi8貝類(奥谷語可 世界丈化社、 199 1) 

日本iftifI}産民主対立!鍛 (1克谷諮司 東海大学出版会、 2000)
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癒Lのi藷t<ミャシマー"への手各

高ゐ大学接v-手生お研究教有地裁技術専門職員

矢野試

咋年の 11月30日より 12月813まで、 2度目となるミャンマーに行く機会ができた。

今回も前回と閉じく高知大学名誉教授の大野先生と一緒である。今回のミャンマー訪問

の目的は 10月の初めに高知大学海洋施設で培養している熱帯性海藻のキリンサイをミヤン

マ}国タニンダーリ管区首都のミェイ南西沖のアンダ、ンマン海に浮かぶミエイ群島のドメ

ロ島に大野名誉教授が持って行き培養を試みた結果、驚く様な成長報告が届きこの成長を

確認するのと技術指導を兼ねて訪問する事となった。

11月29日午前中は、通常勤務をして 15時前に大野先生と待ち合わせて先生の車で高知

竜馬空港に、そして 16時 50分発のANAボンパノレ機で伊丹空港へ其処から今夜の宿泊先

である関空ANAホテルへシャトルパスで、向かった。ホテル到着後直ちに夕食を取るため

にホテル内のレストランに向かい明日からの日程などうち合わせし食事を終えた後、 41 

階の部患の窓から紀伊水道の夜景を見ながら寝についた。

30日の朝、待ち合わせの時間に最上階のレストランで朝食を済ましてチェックアウト

し、 9時前のボテノレ発関空行きのシャトルパスに乗り 10分前後で関空の4階の出発ロピ

ーに着き、 HISのカウンターで航空券を貰い航空会社の搭乗手続きカウンターに向かっ

た。自分はX線検査では異常がなく通過できたのだが大野先生が検査で捕まったしまった。

実は先生は 10月にミャンマーへ行く際に蚊の殺虫剤(スプレ式)を持って行ったが

その時は、検査でほ異常なく通過できたので今回も持ってきたのであるが、先生が 10月

に渡航した後、機内への液体物の持込が厳しくなったのを知らなかったみたいで今回没収

された。

行く早々からハプニングが起こりましたが搭乗手続き、出国検査も無事終わり 38番南ウ

イングに向い 11時前より TG623便 (TGとはタイ航空の略)の搭乗手続きが始まり

手続きを終え機内に向かった。 TG623便は略満席の状態で11 : 1 0関空を離陸し神

戸空港上空より淡路島東沿岸を見ながら上昇し徳島県と高知県の県境近くで高度 1万30

o Omtこ達し離陸から 30分で高知竜馬空港の上空にその後足摺半島の上空に達した時に

機内では昼食が配られ、昼食終了後は映画の上映が始まった。

TG623使は揺れもなく順調に飛行し東シナ海から台湾を横断し南シナ海より

タイ LMT1 4 : 0 0 (J S T 1 6 : 0 0)にベトナム東岸のダナン上空に達しインドシ

ナ半島を横断しLMT1 5 : 1 5 (J S T 1 7 : 1 5)にタイ新国際空港に着陸した。関

空からタイ新国際空港までの所用飛行時間は6時間で、あった。前回訪ねた時のタイ国際空

港と違い今度の新国際空港は高知市内が全て入るくらいの大きい空港に変わっていた。

今回はタイ国内に寄らず註接ミャンマーに行くので入国検査もしないで案内板に従いそ
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のままミャンマ一行きのゲートに向かった。乗り継ぎ時間が 2時間弱あるのでこの時間を

利用して冊子に載せる表値の計算などをして過ごした。やがて搭乗手続きが始まりタイ発

ミャンマ一行きTG305便に乗り、タイのLMT1 8 : 00 (ミャンマ-17:30)

に離陸した。機内には多くの日本人参拝団が乗っていた。タイとミャンマー聞のフライト

時間は 1時間弱であるがこの聞に食事やら入国カードの記入等で忙しいfjに会う。ミャン

マー閣のLMT18:40無事ヤンゴン国際空港に到着した。機内から空港内の建物を見

るが2002年に来た時と同じ風景なのには失望した。

エプロンからターミナルまでは、日本から輸入したパス会社の社名が描かれているパス

が3台ほど待機していてそれに分乗してターミナルに向かった。ターミナルに入ってから、

直ぐ入国検査があるがこれも前回来た時と変わらずコンピューターが無いので手書きなの

で長い行列ができ、またこれが終わっても関空から預けていた荷物を受け取るのに 1時間

くらし、かかりヤンゴン国際空港に着陸してから空港を出るまでに約2時間くらい掛かるこ

れが本当に国際空港かと言えるのだろうか?

入国検査、税関検査も無事終わり空港外へ出ると、日本ミャンマー交流協会事務局長の小

111さん、理事のsuさん、そして大野先生の教え子で現在タイで海葎の研究をされている
簡井君が出迎えてくれヤンゴンでの宿泊先であるホテル“NI KKO"に向かった。到着

後チェックインしてからホテル内にある日本レストランで遅い夕食と明日からのミャンマ

ーでの日程等を打ち合わせ後、自室に戻り長旅の疲れを取るため早めにベッドに横になっ

た。

ヤンゴン 1日自の朝は、冷房の効きすぎで寒くなり早く目覚める。その後外も徐々に明る

くなって来たので日課である朝の散歩をしにホテルの前にあるロイヤル湖に行こうと強い

デジカメ持参で外に出た。ロイヤノレ湖への出入り口から入ろうとしたら娘さんが寄ってき

て入場料を要求された。前回の訪問時は無料，で、あったが昨年から湖畔を椅麗にし有料の遊

閤地になったとの事、自分は財布持たずに来たので入閣せず、湖畔周りの風景やホテルに

帰りホテル内の風景を撮ったりして朝食前の時間を過ごしたc

朝食後、交流協会の人たちと一緒に今回の旅の百的でもあるミャンマ一国立海事大学を訪

問するためにホテルを出発し、ホテルから海事大学到着までは悪路の道のため 1時間くら

い掛かった。

大学に到着後、元ミャンマー閣の運輸大臣をしていた総長、副学長等4名が迎えてくれ

今回ドメロ島で、行っているキリンサイ養殖技術など意見交換し 2時間弱で、大学を後にし、

午後からは大野先生と交流協会の若い職員と 3入でヤンゴン市ー内にあるシュヱダゴ、オンパ

ゴダ(ミャンマ一間ーの大きさ)、神!などヤンゴン市内を見学したりして 1日目を終えた。

ヤンゴン 2日目の朝は、筒井君と散歩に出かけロイヤノレ湖畔を散策し風景を嫌ったりして

時間を過ごす。明日からヤンゴンを離れるので協会の皆さんたちとヤンゴン市内から 2時

間くらい車で掛かるところにあるチャウタン村の脇を流れる)11の中に建っている水中寺院

(イエレーパゴダ)を見学に行き、帰りはヤンゴン市内にあるデパートにより明後日訪ね
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る島氏に手渡す土産物を貿ったりして過ごす。

ヤンゴン3日目の朝、何時ものように散歩に出掛け朝食を済ました後、空港へ行く集合

時間まで自室で過ごし指定の時間となったので大きな荷物は交流協会の事ー務所に置き、ナッ

プサックに3日間の着替えを詰め込み、{也はデジカメだけを持って空港に向かった。今回

ドメロ島には、私、大野先生、筒井君、小山さん、スウさんと後空港で待ち合わせをして

いる元ミャンマ一国運輸副大臣 (2006年3月まで)だったウペタン親子の合計7名で

タニンダーリ管i玄のミェイに行くのである。今回ミェイに行くのに利用する飛行機は 125

人乗りのジェット機でトルコ製の中古機で、した。予定より 10分遅れで満員の乗客を乗せ離

陸した。

この離陸の際、私の|持に座っているミャンマー人が目を膜り手を合わせて何か祈ってる

初めて飛行機に乗るのだろうかと思ったりした。

その後飛行機は洋上に出て南下しミェイ空港到着20分前頃からアンダンマン海の沿岸地

帯を飛行しながら LMT13:20にミェイ空港に到着した。

ヤンゴンから約 1時間のフライトで、あった。機内から空港周辺を見るが空港ターミナルが

ぽつんとあるのみで他何も無い、ここは軍の管理下に置かれている管区なので我々は再び

パスポートを出して検査を受けた後、空港外へ出た。外には我々の到着を待っていたKKP

会社の N03が出迎えてくれ乗用車と、日本で 40年背走っていた 3輪トラックとに分乗し

てミェイの繁華街にあるゲストハウスに向かった。ハウス到着後、直ぐに部屋割りが行わ

れ私は2階の部屋になった。ここの部屋代はミャンマ一人は米ドルで 10ドル、外国人は 20

ドルの別途料金で、あった。夕食までの時間まで大野先生、筒井氏、私と 3名で港周辺の船

具屋に行きキリンサイ養殖用の道具類や小物等を買いに行った。本当に品物は安く購入で

きるのに驚いた。日本で購入すれが30万円くらい掛かるのが 1万弱で購入できるのだから。

購入した荷物は明日一緒に出かける KKP会社の事務所に預け、ハウスに帰りシャワーを

浴びてから、また 2台の車に分乗して近くのレストランに行って食事をした。やはり港町

だから魚料理が多く刺身も出してくれた、魚の名はわからなかったが美味で、あった。 2時間

くらい居てハウスに帰りミェイの 1日を終えた。

翌朝、デジカメを持って外に出てみるとやはり筒井君も起きてきていてデジカメで町並み

を撮っていた。二人で朝食時間までの問、風景画像を撮りに町内(村内) ?を歩いて周っ

た。

朝食終了後、迎えの車が来た(昨日と同じ)ので、その車に乗って高速船が接舷するフ

ェーリ乗り場ーまで、行った。今回一緒に行く元ミャンマ一国高IJ運輸大臣U.pe，tun氏の顔によ

り出港までの問、桟橋にあるミェイ港港長の部屋に案内され一般乗客が乗船するまで待機

し一般乗客が乗船した後、 港長自らの案内で船に乗り込んだ。 VIP並みの待遇に感謝し

たことで、あった。 9:00丁度高速船(巡航速力 25 Knot、最大搭載人員 300名)は岸壁

から離れ直ぐに速力を上げアンダンマン海に浮かぶ島々の問を南下して行く。港を出てか

ら 1時間位たってから筒井君と二人で操舵室に入る許可を貰い暫くミャンマ一人船長の操
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船を見学さしてもらった。

ミェイ港を出てから 2R寺関位過ぎた頃に前方に漁船が見えて来たので速力を落とし、漁

船に接舷した。我々はその漁船に乗り移りドメロ島に向かった。

漁船に乗り移って驚いたのは銃を持った私設兵士が乗船していたことだ、った。 ドメロ島

周辺の島々の見学(キリンサイ養殖場の場所探し)を行いながら昼食を船上で食べた。や

はり米は豊富なのか皿一杯に盛り付けしてあった。昼食が済むと私は、明日のキリンサイ

養殖の準備に取り掛かるため、昨日購入した道具をデッキに出し乗船しているミャンマ一

人に身振り手振りで指導しメインロープ (10 0 m) 4本を作り終え、その他の道具類も周

辺の風景を楽しみながら作り終えた。漁船に乗り移って半日の作業でミャンマーの人たち

に道具の作り方を知ってもらった。

陽も西の方に沈みかける頃には、 ドメロ島のkkp会社のある村の沖合いに到着し、大

野先生が 10月に持って来て培養していたキリンサイ養殖場で驚くほど成長しているキリン

サイを見た後、小船で、丸太で、作った特性のkkp会社の桟橋に制捜した。満月の明かりの

下でゲストハウスまで歩いて行った。

今聞は島を訪ねたのが大勢のために部屋数が少ないので私と筒井君とが間部屋となり

部屋に入るなり荷物を置き、シャワ一室に行き着替えを済ましてから夕食時間までの問

周辺の景色を写したりして過ごす。

夕食は島の公園の中にテープツレが準備されていてその上にはイルミネーションが輝いてい

る、食事:の準備をしてくれているのはkk p会社の従業員で事務関係の人たちであろう

まず、ミャンマービーノレで、乾杯をし食事に入るが何も無い島であるので料理はたいした

物がなく期待外れだった。その後、部屋で寛いでいたら大野先生がヤンゴン空港の売応で

購入したウイスキーを持・って来たので明日の打ち合わせを兼ねて飲み直しました。瓶が空

となると同時にお開きになり二人とも底ぐにベッドに入り H民りに就いた。翌朝、何か頭が

重い状態で目が覚める。昨夜はそんなに飲んでないのに何故かと思えばあの安いウイスキ

ーが原因である?

そう言えばガイドブックにミャンマーで、は安くて直ぐに酔えるウイスキーがある事を載せ

ている記事読んだことがある、朝食までの時間村内を探索しつつデジカメで風景を写す。

岸壊の近くの民家に行くと昨日一緒だ、った私設民兵がいて手招きで家にこいと言っている。

榔子の葉で、作った家に入ると奥さんと一子供が居て写真を撮ってやる。おそらくこの島の村-

民はデジカメを見るのが初めてであろう?

そうしていると、近所の子供を抱いた若い奥さんたちも私も私もと寄ってきて写しては

写った画像見せてひ、っくりさせたことでした。この島の人たちが何年後にデジカメを手に

するのかと考えたことでした。こうして朝早くから島氏と交流を持った後、村'の集会場で

朝食を済ました後、 kk p会社の従業員を集めてキリンサイ養殖についてのレクチャーが

開始され、 30名近くの従業員が集まっては、聞き言っていた、私は収穫時期について船内

に取り込む際の注意や扱い方などについて説明をし、その後女子工員と共に漁船にのり
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先に養殖をしていてキリンサイの収穫に行き全てを船上に揚げて昨日作った新品の道具

にキリンサイを付ける作業を行った。船員もそうであるがこの女子工員達も皆まじめで作

業しているのに感心した。国民的だろうか?

新キリンサイ養殖場でのキリンサイ設置作業も終わり、船上で女子工員達と記念写真の

取り合いをしたりして kkp会社の沖合い錨地に帰り小船で州に渡り歩いてゲストハウスに

帰った。ハウスに帰り直ぐにシャワーを浴びて昨夜と同じ場所で夕食を梼まし、その後出

港までの間KPP会社の従業員達と少し飲んで過した。

出港1時間前となったので帰る準備をして桟橋に向かった。桟橋ではKPP会社の女子

従業員が深夜にもかかわらず冷凍エピやイカの箱を頭に載せては何回か会社と船の間を往

復している。中には今日我々と一緒に船で仕事をした女子もいて愛矯を振りまいていた。

やがて工員による船内への荷物運びも終わり 22時過ぎに多くの島民や工員に見送られ

静かに船は岸壁を離れた。

夜間の航海であるがこの船にはレーダー設備も無く何を頼りに航行するのかと思いなが

ら甲板上でピールを飲んでいた。やがてビールもなくなったので甲板上で皆と雑魚寝する。

この時季は東南アジアと言っても冷たい北東季節風が吹き込むミャンマー、 4時間くら

い寝ただろうか?寒さで自が覚める。船が切る風の冷たさに何人かもう起きている。周闘

を見ると間もなく薄明時間になるのか水辺線付近が赤くなっているのが見える。

その時、船は速力を下げやがてエンジンを停止し漂泊開始した。漂泊と同時に多くの

者が目を覚まし甲板所がにぎやかになったO

なぜ、漂泊をしているのかと聞いたらここまでは大丈夫だがこの先は狭く潮流が早いの

で夜が明けるまで時間待ちしてるとのと。やがて周囲が明るくなり始めたので今度はベテ

ラン船長が交代して操船していくようで、船橋に上がると同時にエンジンがかかり再び航

行始めた。潮流の早い島と島との間を上手く操船しながらo7時過ぎにミエイ港沖合いに
到着し輔鞍する船舶間の伺を航行しながら客船岸壁に接岸し、乗組員にお礼の言葉をかわ

し、船を後にし桟橋で待機していた車に乗ってミエイの街にあるKPPの事務所に行き

朝食を頂き、その後直ぐにミエイ空港に向かった。空港に到着後、世話になったKPP会

社の従業員達にお礼を言い空港内のカウンターで搭乗手続きを行いエプロンで待機してい

るエアーパガン社の双発機に乗り込みミエイを後にした。復路はミエイ空港を離陸後、前

タニンダーリ管区の首都で、あった夕、、ーウェイ (Da w a y)空港に立ち寄りヤンゴンに向

かう便で、あった。このため飛行時間が2時間近くかかり 12時前に無事ヤンゴン国際空港

に到著した。到着後今回一緒に旅した副大臣親子と別れタクシーで、ホテノレに向かった。

ホテルに到着後、瞥く部屋で休憩をした後、簡井君と、協会の事務員の案内でヤンゴン

市内にみやげ物を買いに出掛けた。みやげ物を購入後ホテルに戻りこの後、夕方の便でバ

ンコクに帰る筒井君とロビーで次の再開を約束して別れ部屋に戻りシャワーを浴び夕食の

時間までNHKのBS放送を見て過し、夕食に出かける時間となったのでロピーに向かい

全員が集合したのでホテル近くの有名なミャンマーレストランに入りミャンマー料理をい
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頂きヤンゴン滞在最後の夜を楽しませてもらった。

ミャンマー最後の日は、午前中は自分の荷物の整理や日本に持ち帰る海藻の箱詰め等を

行って過し、午後は元副大臣、 KPP会社社長と営業マンの方を含めて協会事務所で今後

のキリンサイ養殖をどの様な規模まで、待っていくか等話し合いが行われ，再ミャンマー訪問

を約束をして彼らと別れ、スウさんと事務員の男性と一緒にミャンマ一国際空港に向かい、

到着後スウさんにお礼と再会の約束をし、空港内に入り出国検査、税関検査を終えて

搭乗案内があるまで、椅子に産って待機し、搭乗手続きのアナがあったので大野先生と一

緒に飛行機に乗り込む。

ミャンマ一時間の 20時に離陸し 1時間で夜のバンコク空港に到着した。タイ新国際

空港は相当な大きさなのか、ターミナノレまでパスで 10分以とかかり関空向けの飛行機が

待機しているゲートまで暫く歩く。流石この時間帯になると免税活はあまり開いていなく

友人にタバコと少しチョコを買ってゲートに向かった。まだ搭乗手続きまで2時間弱あ

るので待合室にはあまり人影を見ることが無かったが時間が経つにつれて込み合いだした。

待合室のトイレで夏服を冬服に着替え搭乗案内があったので機内に入った。帰路は深夜

便なのでトイレに閤ると思い通路側の席を予約していたのですんなり座ることが出来たが

出発時間が来ても一向に動く気配が無いのでどうしたのかと患ったら突然キャンセノレし

た人の荷物を探しているとの事、このために出発時間が大幅に遅れた。予定より 45分遅

れのO時45分(JST02時45分)に離陸した。離i壊後直ぐに飲み物等が運ばれてき

缶ビール1缶貰い飲んだ後、眠りにつく。 3時間ぐらい寝ただろうか?機内が少しざわ

めきだしたので目が覚める。朝食の配膳が間もなく始めるので乗務員たちが忙しそうにし

ている。深夜便に乗る前に筒井君から聞いていたが本当に寝る閉がない。朝食を終えた頃

機長から到着時間の放送があった。予定到者時間より 30分遅れで関空到着との事。夜が

明けシートベルト着用の表示が出、いよいよ着陵態勢に入った。 o7時35分無事関空に
到着し、入国審査、税関検査を終え2度目となるミャンマーの旅が終わった。
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ミャンマ一国立海洋大学訪問 水中寺院“イエレーパゴ、ダ"

ミエイの朝 船舶に乗り込む私設兵士

キリンサイ養殖作業(船上にて) ミャンマ一国Nolパゴダ“シュエダゴ、ンパゴダ"



海洋観測記録 2006年(1月""-'2007年3月)

熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター

合津マリンステーション 島崎英行

2002年 l月より，有明海，八代海，および合津マリンステーション前(以下，合津と略す)に設け

た3地点において，原則として週一回の海洋観測を行っている(地図参照).今回は， 2006年 1月から

2007年3月までの観測結果を報告する.

測定はセンサーを装備した「現場式多項目水質計 (Quanta)J (環境システム(株))を用いて行い，

水温・塩分・溶存酸素量・飽和酸素濃度 .pHの 5項目を層別に測定した.調査地点と測定JI(深は以下

の通りである.

1) 有明海 (32034'577"N，130021"74"E)，Om， lm，5m， 10m，20mおよび海底付近(潮位や観測場所のず

れにより変化)• 

2)合棒 (3.2031'07" N， 130025' 55" E)， Om， 1m， 3m， 5m， 10mまたは 15mおよび海底付近(潮位や観測場

所のずれにより変化)• 

3)八代梅 (32031'19" N， 130030' 24" E)， Om， 1m， 3m， 5m， 7mおよび海底付近(潮位や観測場所のずれに

より変化)• 

測定地点

(有明海)

溌定地点

(マリンス←河ン)

観測定点 2Okm 
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有明海 -1

71くj鼠 (OC)

年月日¥水深 Om 1m 5m 10m 20m 海底

2006. 1. 16 12.21 12.22 12.22 12.23 12.25 12.26 

1. 24 11. 1 11. 12 11. 15 11. 15 11. 15 11. 12 

1.26 10.97 10.98 10.99 11. 1 11. 09 11.09 

2.2 13.07 13.09 13.08 13.08 13.07 13.03 

2.15 12.32 12.26 12.25 12.25 12.25 12.25 

2.22 11. 86 11.86 11.85 11. 86 11.89 11.96 

4.3 13.67 13.66 13.66 13.62 13.61 13.61 

4.26 15.72 15.73 15.73 15.73 15.74 15.74 

5.2 16.48 16.47 16.45 16.45 16.43 16.4 

6.1 19.31 19‘1 19.06 19.06 19.06 19.05 

6.13 20. 54 20.35 20.32 20. 31 20.3 20.31 

6.16 20.82 20. 76 20. 72 20. 69 20. 66 20‘62 

7.27 24. 28 24. 24 24.43 24.47 23.85 23.86 

8.2 26.8 26.61 24. 76 24.27 24.08 

8. 28 25.42 25.34 25.33 25. 31 25.29 25.18 

9. 6 25. 62 25. 61 25. 55 25. 38 25. 28 25. 28 

9.15 25. 09 25.09 24.88 24. 89 24. 75 24. 57 

9.26 24.49 24.48 24.48 24.48 24. 47 24.47 

10.10 23.25 23.25 23.23 23. 22 23.19 23.18 

10.17 23.14 23.1 23.05 23.07 23.07 23.07 

10.20 23.15 23.14 23.13 23.12 23.11 23.11 

10.30 22. 69 22. 7 22. 7 22. 69 22. 73 22. 73 

11.6 22.34 22.35 22.37 22.37 22.38 22.38 

11.8 22.01 22.02 22.02 22.01 22.02 22.03 

11. 13 21. 41 21. 44 21. 44 21. 44 21. 44 21. 44 

11. 21 20. 27 20.28 20.29 20.3 20.31 20. 34 

12.5 18.37 18.36 18.38 18.39 18.37 18.36 

12.11 17.61 17.62 17.63 17.63 17.62 17.58 

12.19 16.11 16.15 16.16 16.16 16.2 16.24 

12.27 16.11 16.12 16.21 16‘12 16.12 16.06 

2007.1.15 13.26 13.31 13.44 13.47 13.44 13.7 

1. 19 13.52 13守54 13.55 13.55 13.55 13.55 

2.5 12.94 12.96 12.97 12.97 12.98 12.98 

2.16 12.69 12.71 12.72 12.74 12.76 12.99 

2.23 13.38 13.37 13.37 13.37 13.39 13.37 

3.14 12.98 12.98 12.94 13.06 13.17 13.15 

3.23 13.97 13.96 13.97 13.97 13.97 14.26 

平均 19.31 19.29 19.22 19.20 19.16 19.14 

最低 10.97 10.98 10.99 11. 10 11 09 11. 09 

怒高 26.8 26.61 25.55 25.38 25.29 25.28 

t草分

年月日¥水深 Om 1m 5m 10m 20m 海底

2006町1.16 33.15 33. 29 33.15 33.15 33.22 33.15 

1.24 32. 93 33.08 32.94 32. 94 32.86 32.93 

1.26 32.57 32. 78 32. 64 31. 79 32. 79 32. 79 

2.2 33.42 33.57 33. 57 33.42 33.35 33.49 

2.15 33.37 33.44 33.37 33. 3 33.37 33.37 

2.22 33.13 33.34 33.13 33. 06 33.06 33.13 

4. 3 33.32 33.46 33.53 33. 24 33.17 33.24 

4.26 32. 58 32.8 33.02 32. 51 32.51 32.66 

5.2 32.77 33.13 32.84 32.84 32.84 32.91 

6.1 32.21 32.49 32.99 32.41 32.49 32. 7 

6.13 32. 64 32.95 33.14 32. 63 32. 77 32. 7 

6.16 32. 58 32. 94 33.23 32.58 32. 57 32.64 

7.27 16.72 27.33 28.2 28. 99 30.77 30.84 

8.2 26. 64 26. 85 29.22 29. 7 29.98 30.48 

8.28 31.21 30.19 31. 35 31.2 31. 2 31.12 

9. 6 30. 85 31. 14 30.92 30. 99 31.2 31. 351 

9.15 30. 54 30.83 31. 11 30. 75 31.47 31. 82 

9. 26 31. 46 31.82 31. 89 31.53 31. 53 31.6 

10.10 32.27 32.71 32. 85 32.34 32. 34 32.271 

10.17 31. 75 32.12 32.41 32.33 32.33 32.41 

10.20 32. 26 32.48 32.56 32.13 32.19 32.19 

10.30 32.46 32. 75 32. 53 32.46 32.46 32.46 

11. 6 32.73 32.95 32. 74 32.74 32.66 32.74 

11. 8 32. 86 33. 3 33.6 32. 79 32. 79 32. 86 

11.13 33.34 32.61 33.05 32. 76 32.83 32. 76 

11. 21 32. 92 33.21 32. 99 32.85 22.92 32.92 

12.5 33.03 33.25 30.93 32. 88 32.96 32. 95 

12.11 32. 84 33.27 33.2 32.84 32. 91 32.98 

12.19 32.46 33.04 32. 83 32.61 32.54 32.54 

12.27 32. 9 33.11 32. 9 32. 82 32.82 32.82 

2007. 1. 15 32. 65 33.01 33.02 32.73 32.8 32.89 

1. 19 32. 88 32.95 32. 95 32.88 32.95 32.95 

2.5 33.13 33.34 33.42 33.13 33.2 33. 27 

2.16 32. 97 33.18 33.11 32.9 32.97 33.06 

2.23 33.16 33.51 33. 3 33.08 33.16 33.16 

3.14 32. 92 33.13 33.41 33.06 33.14 33‘07 

3. 23 33. 34 33. 7 33. 77 33.41 33.27 33.43 

平問 31.76 32.31 32.41 32.27 32.07 32.48 

最低 16.72 26.85 28. 20 28.99 22. 92 30.48 

怒潟 33.42 33. 57 33. 6 33. 42 33. 37 33. 49 
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手言明海 -2

i容存酸素 (mg/I)

|年月白¥水深 Om 1m 5m 10m 20m 海~

2006. 1. 16 8. 39 8.36 8. 43 8.42 8.38 8.33 

1.24 8.63 8.57 8. 61 8. 61 8. 56 8.26 

1. 26 9.04 8.85 8.88 8.81 8.71 8.81 

2. 2 8. 73 8.43 8. 55 8.53 8.39 8.45 

2.15 8.59 8.4 8. 52 8. 47 8.55 7.81 

2.22 8. 75 8.65 8. 73 8. 56 8.62 8.33 

4. 3 8. 27 8.36 8.34 8.37 8.16 8. 23 

4.26 6.78 6. 73 6. 8 6. 75 6.72 6.85 

5.2 6.89 6.93 6. 89 6. 89 6.83 6.61 

6.1 6‘03 5.93 5. 82 5. 76 5. 67 5町78

6.13 6.42 6. 34 6. 48 6.38 6.3 6.29 

6.16 6.37 6. 26 6.3 6. 28 6.38 6.28 

7.27 5.97 5.06 5. 04 5.08 5.03 5.09 

8. 2 6.8 6.69 5.44 5. 27 5.27 4.99 

8. 28 5. 7 5.69 5.66 5.57 5.54 5. 24 

9. 6 5. 64 5.61 5. 64 5.62 5.53 5. 6 

9.15 6.29 6.35 6. 52 6.36 5.79 5.271 

9. 26 5. 86 5.58 5. 58 5. 54 5.51 

10.10 6.14 5.72 5. 73 5. 74 5. 7 5. 65 

10.17 6.41 6.35 6. 23 5句64 5.55 5.56 

10.20 6. 28 5.88 5. 92 5. 79 5.85 5. 99 

10.30 6.21 6.19 6.21 6.16 6.08 6.06 

11. 6 5.8 5. 74 5.82 5.77 5. 77 5. 76 

11.8 5.58 5.65 5. 63 5.66 5.61 5.4 

11.13 5. 86 5. 75 5. 75 5. 8 5. 78 5. 73 

11. 21 6.06 6.1 6.08 6.05 6.06 5.54 

12.5 6.21 6.17 6. 39 6.21 6.19 6.03 

12.11 6.48 6.48 6.42 6.45 6.41 6.35 

12.19 7. 65 6.71 6.72 6‘75 も牟 1 6.65 

12.27 6.81 6.81 6.8 6.86 6.83 6.81 

2007. 1. 15 7.46 7‘44 7. 52 7. 55 7.54 7.41 

1. 19 7.51 7. 52 7. 48 7. 48 7.46 7. 43 

2. 5 7. 6 7.61 7. 59 7. 59 7.67 7.61 

2.16 7. 95 7.94 7.99 8.02 7.91 7.71 

2. 23 7.73 7.82 7. 83 7.69 7.79 7. 79 

3.14 8.05 7.97 7.91 7.84 7.76 7.77 

3. 23 7.41 7.43 7.42 7.31 7.43 7.28 

平均 6.82 6. 67 6. 66 6. 60 6. 54 6.43 

最低 5.585.065.045.085.034.99

怒潟 9 04 8.85 8.88 8.81 8. 71 8.81 

溶存駿索(%)

|年月日¥水深 。m 1m 5m 10m 20m 海底
I 2006.1.16 97 96. 7 97.5 97. 4 97 96白4

1. 24 97. 3 96.8 97.1 97.1 96.5 93.1 

1.26 101. 7 99.5 99. 7 99. 2 98.1 99.1 

2. 2 103 99.6 100.9 100.5 99.1 99.2 

2.15 99. 6 97.2 98. 7 98.2 99.1 90.4 

2. 22 100.2 99. 2 100.3 98.4 99.1 95.8 

4. 3 98. 8 99. 9 99.5 99. 5 97. 3 97. 7 

4. 26 84 83.4 84. 5 83.5 83. 2 84. 7 

5. 2 86. 6 87.3 86.8 86. 8 86 83.2 

6.1 79. 8 78.6 77.1 76.1 75 76. 6 

6.13 87. 7 86.4 88.1 86.3 85.4 85.3 

6.16 87.1 85. 3 85.9 85.6 86.8 85. 7 

7. 27 79. 7 71.7 71. 6 72. 5 71. 5 73 

8.2 100.2 97.9 78.2 75.4 75. 4 70.6 

8. 28 84 83.8 83.3 81. 9 81. 5 76. 9 

9. 6 83.3 82. 7 82. 9 82. 7 81. 3 82.3 

9.15 91. 5 92.6 94. 9 92. 3 84.1 76.8 

9. 26 85. 2 81. 3 81. 5 80.3 80 79. 7 

10.10 87.6 81. 8 82.2 81. 8 81. 2 79.8 

10.17 91 90.1 88‘7 80 79 79.3 

10.20 87 84 84.3 82. 5 83.1 85.2 

10.30 88.1 87.4 87.9 87.1 86.1 85.8 

11.6 81.5 80守9 81.8 81. 5 81. 5 81. 6 

11. 8 78 79.4 79.3 79.1 78.3 75.3 

11. 13 81. 1 79.4 79. 9 80.4 80 74.1 

11. 21 82.4 82.9 82.5 82.1 82.3 73.8 

12.5 81.3 80. 7 81 81.2 80.9 78. 2 

12.11 83.4 83. 7 82.8 83.1 82. 5 81.7 

12.19 84. 3 83.9 83. 9 84.2 83.5 83.1 

12.27 85.1 85. 3 84.8 85. 8 85.5 85. 2 

2007. 1. 15 87.8 87. 7 89.2 89.5 89.1 88.1 

1. 19 89. 2 89.2 88.9 88. 7 88. 5 88.1 

2.5 89.1 89.6 89.2 89. 2 90.1 89.4 

2.16 92. 7 92.8 93.5 93.5 92. 5 90.5 

2. 23 91. 4 92.6 92. 7 91 92. 2 92.2 

3.14 94 93. 4 93.1 91. 9 91.3 91‘4 

3. 23 89.1 89.4 89.1 87. 7 89.4 87. 9 

平均 88.70 87.38 86.99 86.09 85.34 83.60 

滋低 78.00 71.70 71. 60 72. 50 71. 50 70.60 

最高 103 99.9 100.9 100.5 99. 1 99.2 
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有明海 -3 合調

pH 水温

年月日¥水深 Om 1m 5m 10m 20m 海底

2006.1.16 8.23 8. 23 8. 23 8.23 8.24 8.23 

1.24 8. 28 8. 29 8. 29 8.28 8.27 8.27 

1.26 8.35 8. 35 8.34 8. 33 8.32 8.32 

2.2 8.28 8. 28 8. 28 8.27 8.27 8.26 

2.15 8.31 8. 3 8.3 8.3 8.29 8. 28 

2. 22 8.32 8.31 8.3 8.3 8‘3 8. 29 

4.3 8.27 8.27 8. 27 8.26 8.26 8.26 

4. 26 8.28 8. 26 8. 26 8.25 8.24 8.24 

5.2 8.21 8.21 8.21 8.2 8.2 8.19 

6.1 8.21 8.21 8.18 8.17 8.16 8.16 

6.13 8.15 8.14 8.14 8.13 8.13 8.13 

6.16 8.15 8.14 8.13 日13 8.13 8.12 

7. 27 8.04 8.01 8.01 8 8.03 8.03 

8.2 8.23 8. 22 8.07 8.05 8，05 8.04 

8. 28 8.08 8.07 8，07 8.06 8.06 8，04 

9. 6 8.04 8，04 8，04 8.04 8.03 8，041 

9，15 8.06 8，06 8‘12 8.12 8‘07 8.04 

9. 26 8.08 8.08 8.07 8，07 8.07 8.07 

10.10 8.08 8，07 8.07 8.07 8.07 8.08 

10，17 8.17 8.15 8.14 8，11 8.1 8，1 

10.20 8.12 8.12 8.11 8，12 8，12 8.12 

10.30 8，13 8，13 8.13 8.13 8.13 8，13 

11. 6 8，15 8.15 8.15 8.16 8，15 8，151 

11. 8 8，15 8.15 8.15 8.15 8.15 8.15 

11.13 8.15 8.15 8.15 8.15 8.16 8.15 

11. 21 8.18 8，18 8.19 8，18 8.19 8.181 

12，5 8.18 8，18 8.19 8.19 8. 2 8.19 

12.11 8.18 8，19 8.18 8.18 8.19 

12，19 8.19 8.19 8.19 8.19 8，19 8.2 

12.27 8，21 8，21 8.21 8，22 8.22 8.21 

2007. 1. 15 8， 24 8， 23 8. 23 8.23 8.25 8.26 

1. 19 8.26 8. 26 8. 25 8.25 8.26 8.261 

2. 5 8.28 8， 27 8，27 8. 27 8，27 8.27 

2.16 8，34 8，34 8.33 8.33 8.33 8. 33 

2，23 8.35 8， 35 8，34 8.34 8，34 8.34 

3.14 8，39 8. 38 8. 38 8，37 8，37 

3.23 8.4 8， 38 8. 38 8，37 8，37 8， 37 

平均 8，188.188.178.17 8，16 8，16 

慾 m: 8，04 8，01 8.01 8.00 8， 03 8.03 

長是 認 8， 35 8， 35 8， 34 8. 33 8， 32 8， 32 
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合員事ー1

水温 ('C) l!i分

年月臼¥水深 Om 1m 3m 5m 叩m 調鹿 年月8，水E草 Om 1m 3m 5m 10m 調底

2∞6.1.16 11. 03 11. 01 11. 02 11.04 11. 29 11.28 2006.1.16 32.64 32.78 31. 15 32.71 32.8 32.8 
1.24 9.93 9.94 9.94 9.96 9.96 9.96 1.24 32.57 32.5 29.33 32.43 32.43 32.5 

1.26 10.06 10.08 10.08 10.06 10.06 10.43 1.26 32.51 32.65 32.01 32.5 32.42 32.67 

2.2 11. 88 11. 8日 11.88 11. 86 11. 89 11.88 2.2 32.91 33.13 33.13 32.91 32.19 32.99 

2.15 11.52 11.52 11.53 11.54 11. 56 11.57 2.15 33.03 33.17 32.18 33.1 33.11 33.11 

2.22 10.7 10.69 10.68 10.7 10.7 10.7 2.22 32.19 32.48 28.04 32.19 32.26 32.26 

4.3 13.56 15.32 13.51 13.52 13.52 13.53 4.3 32.38 32.52 26.1 32.31 32.31 32.38 

4.26 15.78 15.78 15.78 15.77 15.76 15.76 4.26 32.37 32.66 24.6 32.8 32.44 32.37 

5.2 17.3 17.29 17.3 17.29 17. 14 17. 13 5.2 32.24 32.46 28.81 32.39 32.45 32.45 

6.1 20ω 19.94 19.87 19.8 19.73 19.62 6.1 31. 38 31.52 24.62 31. 8 31.58 31. 79 

6.13 21.64 21.47 21. 32 21. 13 20.92 20.85 6.13 31.68 31.89 23.14 32.6 32.22 32.29 

6.16 22.03 21. 8 21. 61 21.57 21.29 21. 1事 6.16 31. 41 31.41 23.5 31.6 31.44 31. 58 

7.24 23.78 23.4 23.42 23.34 24.27 24.27 7.24 7.77 7.96 12.87 28.27 29.56 29.63 

8.2 27.9 27.71 26.8 25.49 24.9 24.84 8.2 22.79 22.99 24.37 27. 52 28.65 28.72 

8.28 27.22 26.91 26.76 26.71 26.09 26.04 8.28 28.89 29.38 20.11 30.1 30.29 30.36 

9.6 26.01 26.01 25.94 25.9 25.89 25.88 自6 29‘78 30.14 22.38 30.72 30.21 30.28 

9.15 25.33 25.35 25.34 25.34 25.35 25.35 9.15 29.89 30.04 20.9 30.55 29.82 29.89 

9.26 24.75 24.79 24.73 24.67 24.67 24.67 9.26 31. 03 31. 32 20.13 31.9 31. 03 31. 1 

10.10 23.22 23.23 23.21 23.2 23.17 23.14 10.10 31. 98 32.34 21.67 32.78 32.05 32.12 

10.17 23. 57 23.52 23.47 23.44 23.42 23.41 10.17 31. 48 31.85 21.47 32.13 31. 48 31.48 

10.20 23.5 23.51 23.49 23.5 23.46 23.46 10.20 31. 48 31.92 23.77 32.21 31.55 31. 44 

10.30 22.21 22.21 22.2 22.19 22.18 22.19 10‘30 31. 71 31. 85 25.97 32.07 31. 71 31. 71 

11.6 22ω 22.08 22.09 22.09 22.06 22. 07 11.6 32.57 32.79 22.96 33.45 32.57 32.64 

11.8 21. 49 21. 47 21.38 21. 47 21. 47 21.4 11.8 32.76 32.83 32.03 33.35 32.83 32.68 

11. 13 20.5 20.5 20.51 20.5 20.48 20.46 11.13 32.64 33.07 20.43 331 32.63 32.63 

11.21 19.85 19.85 19.85 19.85 19.86 19.83 11.21 32.85 33.11 28.36 33ω 32.89 32.82 

12.5 17.34 17.37 17.37 17.37 17.38 17.39 12.5 32.75 33.11 21.97 29.88 32.75 32.68 

12.11 15.8 15.85 15.86 15.93 15.99 16.05 12.11 32.23 32.37 25.51 32.31 32.24 32.31 

12.19 15.6 15.66 15.56 15.65 15.66 15.59 12.19 32.51 32.8 23.9 32.87 32.51 32.5 

12.27 14.57 14.54 14.55 14.56 14.59 14.63 12.27 32.08 32.3 28.46 32.15 32.16 32.16 

2007.1.15 12.48 12.51 12.55 12.55 12.57 12.59 2∞7.1.15 32.74 33.17 23.98 33.17 32.82 32.82 
1.19 12.96 12.95 12.95 12.95 12.94 12.94 1. 19 32.77 32.91 30.99 32.77 32.77 32.77 

2.51 12.19 12 21 12.2 12.2 12 21 12.19 2.51 32.94 33.29 24.73 33.58 33.01 33.01 

2.16 12.53 12.5 71 12.57 12.57 12.5 91 12.59 2.16 32.82 33.17 25.78 33.32 32.89 32.89 

2.23 13.39 13.29 13.27 13.27 13.2 61 13.26 2.23 33.01 33.15 28.67 33.22 33.08 33.08 

3.14 12.9 12.8 91 12.8 91 12.8 61 12.8 61 12.87 3.14 32.84 33.05 23.25 33.27 32.76 32.76 

3.23 13.1 91 13.1 71 13.1 81 13.1 71 13.1 71 13.16 しーーム_n33.141 33.141 25.391 33.361 33.141 33.14 

平均 19.16 19.18 19 05 19∞ 18.97 18.% 平均 30.77 31加 25.01 31.91 31.81 31.87 

畳 1ft 9.93 9.94 9.94 9.96 9. 96 9.96 畳 i正 777 7.96 12.87 27. 52 28.65 28.72 

最高27.90 27.71 26.80 26.71 26.09 26.04 最高33.03 33.17 33 13 33. 45 33.11 33 11 
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合津司2 合津

溶存酸繁 (mg/l) 溶存政棄(帖) p H 

年月臼¥水il Om 1m 3m 5m 10m 高串 年月日¥水深 Om 1m 3m 50、

2∞6.1.16 8.77 8.75 8.98 8.98 8.9 8.89 2∞6.1.16 98.8 98.4 99.7 101. 1 100 患を

1.24 9.07 9.01 9.17 91 8.94 9.07 1.24 99.6 991 98.5 98. i 9B S詩句

1. 26 9.21 8.94 9.32 9.15 9.49 9.27 1.26 101. 9 97.8 102.1 100.7 104 三二ま

2.2 9.01 8.85 8.89 8.92 8.77 8.67 2.2 103.4 102 102.2 102.4 100 5i プユ ‘ 

2.15 8.71 9.01 8.62 8.85 8.6 8.85 2.15 98.9 102.8 97.8 101.4 9-8 二王手

2.22 8.81 8.69 9.04 8.75 8.87 8.92 2.22 981 96.8 98.4 97.4 93 

4.3 8.08 8.81 8.06 7.95 8.06 7.88 4.3 95.5 92.5 91.2 94.3 告

4.26 6.83 6.89 6.74 6.7 6.57 6.61 4.26 84.5 84.9 82.7 83. 2 31 1 

5.2 6.62 6.58 6.74 6.37 6.45 6.29 5.2 84.4 84.3 84.7 81. 3 ぇ

6.1 5.59 5.49 5.48 5.22 5.4 5.38 6.1 74.7 73.4 701 69. 7 71 9 見場 £ 

6.13 6.14 6.22 6.57 6.28 5.96 5.98 6.13 86.1 85.7 85.9 86.4 816 ミ

6.16 6.05 6.18 6.36 61 5.93 5.53 6.16 83.4 85.5 83.2 82.7 81 民

7.24 6.79 6.9 5.99 4.18 4.61 4.65 7.24 84.5 861 76.5 59.7 65ij f革主

8.2 6.95 7.13 6.42 4.78 3.93 3.66 8.2 101. 8 104.2 92.9 68.9 ~51 _;:，_: 

8.28 5.45 5.5 5.75 5.36 5.21 5.3 8. 28 81. 5 82.2 81.2 80.2 

9.6 51 4.74 5.13 4.78 4.75 4.65 9.6 741 70.3 71.6 70.9 70.41 認 f

9.15 5.78 5.37 5.67 5.21 5.2 5.31 9.15 84.4 78.5 78.1 76.2 

9.26 5.45 5.09 5.43 5.19 5.28 5.1 9.26 79.2 74.2 74.4 75.7 

10.10 5.99 5.92 6.06 6.09 5.92 5.78 10.10 85.2 84.5 85.3 87.1 84.4 たゐそ 4 

10.17 5.89 5.67 6.03 5.62 5.47 5.42 10.17 84.2 81 811 80.5 77.8 i! 

10.20 5.39 5.17 5.52 5.31 5.46 5.4 10.20 76.8 73.8 74.5 75.7 781 を

10.30 6.37 5.88 6.13 6.33 6.07 6.25 10.30 88.7 82.8 81.7 88.8 84.7 3iミ

11.6 5.64 5.58 5.96 5.63 5.75 5.73 11.6 78.8 78.3 79.8 79.8 80.3 

11. 8 5.75 5.85 5.96 5.81 5.74 5.66 11.8 79.6 81.1 79.6 80.8 79.3 78:2 

11. 13 5.9 5.72 6.07 5.66 5.52 5.28 11. 13 80.4 78.1 76.4 77.1 75.1 71 

11.21 6.11 5.95 6.13 5.96 5.9 5.981 11.21 82.1 80.1 78.7 80.1 79.3 80. 

12.5 6.33 6.22 6.72 6.25 6.11 6.18 12.5 81. 3 801 80.4 79.4 78.1 79 1 

12.11 6.47 6.3 6.78 6.79 6.62 12.11 80.1 78.2 80.7 84.3 82.1 81.3¥ 

12.19 6.78 6.59 7.03 6.67 6.48 6.76 12.19 83.7 81.4 82.3 82.8 80 83; 

12.27 7.49 7.63 8.02 7.55 7.57 7.541 12.27 90.1 921 94.2 91.1 91. 8 

2007.1.15 7.93 7.63 8.38 7.86 7.56 J. 591 2007.1.15 92.1 88.8 91. 9 91. 5 87.9 88.6 

1. 19 7.39 7.32 7.26 7.47 7.417.57 1. 19 871 85.8 841 87.2 86.7 88.81 

2.517.75 7.81 8.21 7.87 7.96 2.5 89.8 90.5 90.3 91.3 91.9 90.2 

2.16 7.86 7. 85 8.24 7.82 7.95 7.85 2.16 91. 4 911 90.9 911 92.3 90.7 

2.23 7.83 7.73 8.0 21 7.93 7.7 2.23 92.6 91. 3 92.3 93.8 91 91.5 

3.14 7.56 7.73 8.01 7. 56 7.5 3.14 88.7 90.7 89.2 88.5 87.7 90.7 

3.23 7.51 7.52 7.97 7.54 7.41 7.35 3. 231 88. 61 88. 91 88. 9 891 87. 3 86.5 

忠良， 6.72 6.66 6.)8 6.48 6.41 6 38 平時 86.)4 85.44 84.53 83.70 82.61 82.10 

ft 低 5叩 4.74 5.13 4 18 3.93 3.66 量畦 74.00 70.30 70凹 59.70 56 50 52.50 

畳高 9.21 9.01 9.32 9.15 9.49 9.27 畳高 103.40 104 20 102.20 102.40 叩4.30 102.80 
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合津一3

pH 

年月鎚¥水諜 Om 1m 3m 5m 10m 高Iif.

2∞6.1.16 8.3 8.3 8.3 8.3 8.29 8.28 

1.24 8.34 8.34 8.34 8.34 8.34 8.35 

1.26 8.42 B.41 8.41 8.4 8.4 且35

2.2 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3 且29

2.15 8.31 8.31 8.31 8.31 8.31 8.3 

2.22 8.36 8.35 8.34 8.33 8.33 8.3 

4.3 8.28 8.28 8.27 8.26 8.26 8.25 

4.26 8.28 8.27 8.27 8.27 8.26 8.25 

5.2 8.22 8.22 8.21 8.21 8.2 8.19 

6.1 8.17 8.16 8.16 8.15 8.14 8.14 

6.13 8.16 8.14 8.14 8.13 8.13 8.12 

6.16 8.13 8.12 8.12 8.12 8.11 8.1 

7.24 7.94 7.88 7.95 7.97 81 8.01 

8.2 8.38 8.38 8.26 8.06 7.97 7.96 

8.28 8.06 8.05 8.04 8.14 8.04 8.05 

9.6 7.99 7.99 7.98 7.99 7.99 7. 99 

9.15 7. 98 7.97 7.97 7.98 7.98 7.98 

9.26 8.05 8.04 8.04 8.05 8.05 8.05 

10.10 8.1 8.09 8.09 8.09 8.1 8.1 

10.17 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 

10.20 8.08 8.08 8.08 8.0自 8.09 8.09 

10.30 8.16 8.16 8.15 8.15 8.15 8.14 

11.6 8.15 8.15 8.15 8.15 8.16 8.16 

11. 8 8.16 8.16 8.16 8.16 8.16 8.16 

11.13 8.15 8.16 8.15 8.15 8.16 8.15 

11. 21 8.19 8.19 8.19 8.21 8.2 8.2 

12.5 8.19 8.19 8.2 8.21 8.2 8.2 

12.11 8.21 8.19 8.19 8.19 8.19 8.19 

12.19 8.21 8.21 8.21 8.22 8.21 8.21 

12.2 71 8.29 8.29 8.29 8.2 91 8.28 8.27 

2007.1.1 51 8.31 8.31 8.31 8.31 8.31 8.31 

1.1 91 8.29 8.28 8.28 8.2 91 8.29 8.29 

2.51 8.32 8.31 8 31 8.3 21 8.32 8.32 

2.1 61 8.3 61 8.35 8.36 8.3 61 8.3 61 8.36 

2.2 31 8.37 8.36 8.37 8.3 71 8.3 71 8.36 

3.1 41 8.3 61 8.3 71 8.3 71 8.3 71 8.3 71 8.37 

3.2 31 8 41 8.3 81 8.3 81 8.3 81 8.3 81 8.37 

辺均 8.18 8.18 8.18 8.17 8.17 8.16 

量聖 母 7.94 7回 7.957.97 ).9) 7.96 

最高 8.42 8.41 8.41 8.40 8.40 8.35 
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八代海 -1

J]<;鼠 (OC)

年月日¥水深 Om 1m 3m 5m 7m 海底

2006. 1. 16 10.16 10.63 10.7 10.71 10.71 10.71 

1.24 8.82 8. 9 9.61 10.34 11.29 11.42 

1.26 9.83 9. 84 9.94 10.07 10.36 10.43 

2.2 10.83 10.83 10.9 10.94 10.95 10‘95 

2.15 10.51 10.49 10.48 10.48 10.48 10.48 

2. 22 10.44 10.44 10.61 10.77 11.2 11.4 

4.3 13.44 13.37 13.46 13.48 13.48 1349 

4.26 15.22 15.38 15.56 15.77 15.76 15.76 

5.2 17.61 17.56 17.06 16.5 16.27 16.24 

6.1 20.53 20‘53 19.29 18.91 18.75 18.74 

6.13 21. 91 21.55 21.32 20.81 20.41 19.92 

6.16 21. 93 22. 29 21. 8 21. 21 20.81 20. 68 

7.24 21. 59 20.56 21. 94 23.48 25.62 25.38 

8.2 29. 76 29. 7 29.25 25. 2 24.63 24.4 

8.28 27. 29 27.22 27.13 26.06 25.61 25.52 

9.6 25. 7 25.88 25.99 25.88 25.92 25.54 

9.15 24. 71 24. 99 25.52 25.63 25.71 25. 75 

9.26 24. 69 24. 91 24.93 24. 9 24.9 24.891 

10.10 23.42 23.37 23.34 23.34 23.34 23.331 

10.17 22. 67 22.69 22.8 23.16 23.66 23.89 

10.20 23. 76 23. 79 23. 79 23. 8 23.84 23.86 

10ι30 22.07 22.07 22.28 22.45 22.56 22.6 

11‘6 22.72 21. 74 21. 75 21. 75 21. 75 21.75 

11.8 20.9 20.91 20.91 20.91 20.91 20 9 

11. 13 17.18 18.84 19.1 20. 38 20.56 20. 72 

11.21 18.24 18.23 18.24 18.24 18.24 18.24 

12.5 15.83 15.87 15.9 15.89 15.9 15.9 

12.11 14.88 14.91 15.83 15.92 15.97 15.98 

12.19 14.32 14.32 15.03 15. 11 15.3 15.33 

12.27 13.07 13.75 14.22 14.32 14.33 14.33 

2007.1.15 10.85 10.97 11.31 11.38 11.43 12.1 

1. 19 11.97 11.99 12 12 12 12 

2.5 11. 15 11. 15 11.15 11. 15 11.15 11. 15 

2.16 11.87 11.9 12.11 12.15 12.3 12.53 

2.23 12.91 12.87 12.95 13 13.4 13.5 

3.14 12.18 12.24 12.81 13.33 13.32 13.36 

3. 23 12.87 12.72 12.72 12.73 

平均 18.65 18.68 18.77 18.69 18.79 13 77 

最低 8.82 8.9 9.61 10.07 10.36 10.43 

最高 29.76 29. 7 29. 25 26.06 25. 92 25 75 

塩分

年月臼¥水深 Om 1m 3m J‘一 音量3墨

2006. 1. 16 31. 8 32. 76 26.65 

1.24 31.57 31.86 25.62 とや :三

1.26 32.2 32. 56 25.44 3之と: 叫 m主 57

2.2 32.41 32. 63 27. 29 会ゐ・守 三?

2.15 32.61 32.89 28.52 f、"C__ 之w で-三子 ぶ" 約一与 よ一J耳

2.22 31.47 31. 54 27.48 勾?ー町-河P 内wー長へ. 

4.3 30.8 32.87 26.03 宅山タ)， τ 勾zベ弘 ミ… 川z舟 之、ミA 

4. 26 30. 55 30.92 22.87 、主?仏 J、“L て 一ぶi主 '噌ーーJセ

5. 2 31. 76 32.04 23. 06 32 こど{

6.1 25.42 30.4 20.73 32 こfき ごポ

6.13 30.75 31. 46 21. 76 d乍ム今 ふ机匂 何". ヲμ予仏ヲ Vで.-"句白、j

6.16 17.34 25.83 20. 6 323:J ポ ゅ、-季w 

7.24 2. 08 2.44 5.38 12之さ 為? 川内山

8. 2 15.68 17.51 20.02 2i 主主 主こ ・3

8.28 27.81 27.88 17.73 3きま三次 命

9.6 28.11 28.62 19.61 29 ミプ2 4的〆杭G 叩

9.15 26. 35 24. 73 19.53 311毛 .. 

9.26 29. 94 30.96 19.18 31 乞:レ:マ

10.10 31. 4 31. 62 19.96 22. ヲ ，五:正

10.17 30.28 30. 72 21.25 31 T5 仰 μ

10.20 31. 93 32.08 20.59 22.4S 咋 切払ら

10.30 31. 19 31. 48 21. 23 32. 

11.6 32.05 32.19 22.88 32. う乞;

11.8 31.93 32.15 20.37 32.λ にミ iょ:

11. 13 29. 76 31. 39 20. 8 32.85 二叫 ，t..'"，

11.21 31. 86 32.08 22.14 32. 、 司会

12.5 31. 87 32.23 20.83 32. 59シ 義*均 品 w伺中;;;川b 

12. 11 31. 17 31. 39 21. 99 32. 旬 、九時司有h

12.19 31. 35 31. 43 24.16 32. で白6て4侠A 丸 川方 . . 
省

12.27 30.22 31. 54 28.16 31 喝さ

2007‘1. 15 31. 92 32.21 23. 79 32.45 」ゴ 陀父

1. 19 32.35 32.49 24.72 32. 28 伊、、伊勧 ヲゆい

付。

2.5 32.51 32.65 24.61 32. 58 一必切‘h会‘ 乙dフ

2.16 31. 99 32.13 24.64 32. 砂

.曹b、A

2.23 31. 55 32.19 24.55 33.06 温〆姐常』
勧占信n、ヨャ

3.14 32.01 32.44 22.15 33. 51 っ也 ゅJヨLム 占.作与 ，治R♂、会

3.23 32.91 32.97 24.13 33.33 '・ 炉内ー が崎:

平均 28.74 29.61 21.85 30.65 ..、
。叱

】笠 m: 2.08 2.44 5.38 12.28 

最高 32.61 32.89 28.52 33.02 
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八代海 -2

i容存厳禁 (mg!l) 溶存酸素(%)

年月日¥水深 Om 1m 3m 5m 7m 海底 年月白¥水深 Om 1m 3m 5m 7m 海底

2006. 1. 16 9.56 9. 42 9. 83 9.32 9.32 9.17 2006. 1. 16 105 105 104.4 104.2 103.9 102.2 

1.24 10.15 9. 98 10.15 9.36 8.56 8.33 1. 24 108.1 106.7 106.3 103.6 97 94. 5 

1.26 9. 79 9. 63 9.88 9.5 9.39 9. 27 1. 26 106.8 105.5 105 104.4 103.9 102.8 

2. 2 9.61 9.43 9.65 9.33 9.35 9.32 2.2 107.4 105.3 105 104.6 104.9 104.6 

2.15 9.26 9.35 9.68 9.34 9.31 9.27 2.15 103.1 104.4 104.8 103.7 103‘3 102.8 

2. 22 9.58 9. 53 9.68 8.98 8. 85 8.46 2.22 105.5 105 104.5 100.1 99. 7 95.8 

4. 3 8町45 8.48 8.62 8.15 8.15 8.16 4.3 98.8 100.1 98.3 96. 6 96.3 96. 8 

4. 26 7.49 7.4 7.95 6.7 6.57 6.61 4.26 90. 7 90. 2 92.6 83.2 81. 2 81.7 

5. 2 7.43 7.35 7.66 6.81 6. 57 6.49 5.2 95.1 94. 2 91. 8 85.8 82.2 81 

6.1 6.43 6.38 5. 73 5.08 4. 97 5 6.1 83.4 85. 5 70.8 67.1 65.2 65.4 

6.13 6. 73 6. 63 6. 99 6.25 5. 88 5.36 6.13 92. 7 91. 3 91. 7 85.6 79.6 71. 8 

6.16 7.82 6.91 6.61 5.96 5. 64 5. 62 6.16 96. 9 92目7 85.3 81. 9 77 76.4 

7. 24 7.86 8.15 7.45 6.16 4.12 3. 99 7.24 91. 1 92.1 88.4 78.4 59.8 58.4 

8. 2 7.43 7. 98 9.02 3.93 3.2 3.25 8.2 107.9 117.2 131. 5 56.1 45.9 45.9 

8. 28 5.91 6.01 6.27 4.02 3.81 3. 68 8.28 88.2 89.4 88.3 59.2 56.1 54 

9. 6 5.77 6.01 6.34 5.81 4.87 3.61 9.6 84 87. 9 87.8 85.6 71. 8 53.1 

9.15 5.86 5. 84 6.03 4.65 4.09 3.87 9.15 82.7 83.3 83.5 68.8 60. 7 57.2 

9. 26 6.26 5. 95 6.21 5.64 5.65 5. 59 9.26 90.1 86.8 83.9 83 82.4 81. 3 

10.10 6.35 6. 27 6.56 6.34 もーも1 6.01 10.10 90. 7 89.4 87.1 85.6 86.1 85.5 

10.17 6.71 6. 86 7.45 6.58 5.37 4.81 10.17 93.4 96 98. 7 93.4 77 69. 2 

10.20 5.68 5. 52 5‘86 5. 66 5.32 5. 28 10.20 82 79.4 78.6 78.9 76. 6 76 

10.30 6.82 6. 82 6.96 6.37 6. 35 6. 2 10.30 94.9 94.8 90.9 89.4 89. 2 87 

11. 6 6.07 6.09 6.45 6 6.09 6.04 11. 6 84.1 84.4 83.8 83.3 84.1 83. 7 

11. 8 6.06 6 6.47 6.8 6.01 6.04 11. 8 82.6 81. 5 82 83.3 81.6 82. 6 

11. 13 6.59 6.42 6.83 6.11 5.91 5. 67 11. 13 83.3 83.9 84.5 82. 9 80. 2 77 

11.21 6.5 6.48 6. 79 6.46 6.5 6.42 11.21 84.4 83.9 84.1 83.8 84 83.1 

12.5 6. 73 6. 69 7.19 6.75 6. 78 6. 69 12.5 83.5 82.6 83.9 83.6 83. 8 82. 9 

12.11 7.05 7.07 7. 23 6. 79 6.77 も.72 12.11 85.1 85.3 84.7 84.1 83.9 83. 3 

12.19 7.59 7.6 7.68 7.32 7. 25 7.18 12.19 90.6 90.9 89.8 89.4 88.5 87. 9 

12.27 8.4 8.57 8.78 8.32 8. 27 8. 23 12.27 97.4 101. 4 101 99.6 99 98.5 

2007.1.15 8.97 8.89 9. 3 8.84 8.65 8.3 2007. 1. 15 100.3 99.3 100 99.8 98 95.1 

1. 19 8.46 8.45 8. 86 8.35 8.3 8. 25 1. 19 97 96.9 96.3 95.8 94.9 94. 5 

2. 5 8.22 8.16 8.61 8.03 8.14 8.15 2.5 92.6 91.7 91. 6 90.3 91. 6 91. 8 

2.16 B 7.98 8. 32 8.07 7.9 7.67 2.16 91 90.9 91. 5 92.8 91 89.8 

2.23 7. 78 7.8 8.11 7.61 7. 68 7.6 2.23 90.4 90. 7 90.4 89.3 89.9 891 

3.14 8.18 8‘18 8. 33 7.41 7. 56 7.5 3.14 93.7 94 92.1 87.9 89.4 88.81 

3.23 7.93 7.91 8.13 7.79 7.66 7.65 3.23 92.8 92.5 90.3 91. 1 89.3 89.41 

平均 7.367.327.566.766.446.28 平均 92.83 92.92 92. 14 85. 85 82. 27 80. 13 

最低 5. 68 5.52 5. 73 3. 93 3. 2 3. 25 最低 82 79.4 70.8 56. 1 45.9 45.9 

滋務 10.15 9.98 10.15 9.5 9.39 9.32 懇潟 108.1 117.2 131.5 104.6 104.9 104.6 
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八代海 -3

pH  

年月日¥水深 Om 1m 3m 5m 7m 議s.!

2006. 1. 16 8. 2 8.19 8.19 8.2 8.21 8. 23 

1.24 8. 33 8.34 8.31 8.27 8.22 8.21 

1.26 8.38 8.38 8. 37 8.36 8.35 8.35 

2.2 8.24 8.24 8. 23 8.22 8マ22 8.22 

2.15 8. 26 8‘28 8. 27 8.27 8.27 8.27 

2. 22 8. 25 8.25 8. 23 8. 23 8. 22 8. 22 

4.3 8.19 8.2 8. 2 8. 2 8‘19 8.2 

4. 26 8. 24 8.24 8. 23 8. 27 8.26 8.25 

5.2 8.16 8.18 8守 16 8.13 8.11 8.11 

6.1 8.14 8.16 8.1 8.08 8.07 8.07 

6.13 8.12 8.13 8.12 8.09 8.06 8.02 

6.16 8.11 8.09 8.04 8‘03 8.01 8.01 

7.24 7.81 7.77 7. 73 7.81 7.87 7.87 

8. 2 8. 58 8.61 8. 57 7.92 7.85 7.85 

8. 28 8.1 8.11 8.11 7. 93 7.91 7.91 

9.6 7.97 8.01 8.03 8.02 7.97 7. 88 

9.15 7.88 7. 88 7.88 7.88 7.88 7.88 

9. 26 7.96 7.96 7. 95 7.94 7.95 7.96 

10.10 8.01 8 8.01 8.01 8.02 8.03 

10.17 8.1 8.11 8.14 8.13 8.06 8.03 

10.20 8.05 8.05 8.05 8.05 8.04 8.04 

10.30 8.06 8.07 8. 07 8.07 8.07 8.08 

11. 6 8.11 8.12 8.13 8.13 8.13 8.14 

11. 8 8.09 8.11 8.11 8.1 8.11 8.11 

11.13 8.12 8.12 8.12 8守 12 8.12 8.11 

11.21 8.15 8.16 8.15 8ゐ 15 8.15 8.16 

12.5 8.12 8.14 8.15 8.15 8.16 8.16 

12.11 8.1 8.1 8.11 8.12 8.13 8.13 

12.19 8.19 8.19 8.18 8.17 8.17 8.18 

12.27 8.2 8.23 8.23 8. 23 8.25 8. 26 

2007.1. 15 8.21 8.26 8.27 8.26 8. 26 8. 24 

1. 19 8.24 8.25 8. 26 8.27 8. 27 8. 28 

2. 5 8.23 8.25 8. 26 8.26 8. 27 8町27

2.16 8.26 8. 29 8.29 8.29 8. 29 

2.23 8.2 8. 22 8. 24 8.25 8. 25 

3.14 8.26 8. 27 8. 28 8.27 8. 28 8. 28 

3. 23 8.25 8. 26 8. 26 8.25 8. 26 8.271 

平均 8.148.148.148.118.10809

最低 7.817.77 7.73 7.817.857.85 

最高 8.58 8.61 8. 57 8. 36 8.35 8. 35 
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瀬底実験所における取水管汚染生物(貝類)について

琉球大学熱帯生物園研究センタ一瀬底実験所

中野義勝・仲村茂夫

瀬底実験所では、揚水施設が平成 13年度補正予算で更新された。この揚水施設の取水管は内径

300mmで、管の内外面を何層にも樹脂コーティングされた特殊鋼管を使用している。陸側のポン

プ室から取水口までおよそ 150mに及ぶ鋼管はコンクリートで巻かれ掘削されたりーフに埋設

されている。

管内に石灰質の殻を作る生物はそれ自体の存在とそれらのトラップする多くの砂礁などの汚濁

物質で、取水能力の低下を招くばかりでなく、流されて管の表面に衝突し樹脂コーティング、を傷つ

け管の耐蝕性を損なうこととなる。これを防ぐためには、定期的に管内を清掃する必要がある。

清掃は、樹脂製のピグと呼ばれる弾丸状の「栓jをポンプ室内の送水管の分岐にあらかじめ設け

られた装壊口から挿入し、給水ポンプを逆転させて管内を取水口に向けて圧送することにより行

われる。汚染生物の付着・沈着量によってはrグ、が管内を傷つけたり、ピグそのものが腰着し管

内に滞留してしまう危険もあり、瀬底実験所では2年に一度をめどに現在まで3聞の清掃を実施

してきた。

取水は給水量に応じて、 2台の5.5kWポンプにより交互運転と問時運転を行っている。ポンプ

は小刻みに休止するものの一日の多くの時間を運較している。このため、管内に生息する生物に

は十分な流れによって瀬過摂食のための餌物質と酸素が供給されることとなる。また、管内は光

が届かず植物の生育がないので、このような生物との競争がない。狭臨で流れのある管内には大

型の魚類を初め幾つかの捕食者は侵入しないと思われる。このような環境に適応的に成育する代

表的な生物は、岩礁に密着する牡塘類やイガイ類・フジツボ類・棲管を作るゴカイ類などが知ら

れている。サンゴ礁域でも波あたりの強し、岩礁や潮通しのよい洞穴や岩礁の深見に同様の生物群

が見られ、実験所の更新前の内径 150mm・200mmの塩ピ管内には屈曲部を主にこれらの生物の付

着が見られた。

今回、更新された取水管の清掃によって回収された土嚢袋5袋に及ぶ排出物から得られた汚染

生物のうち 5mmの目聞でふるった貝類の分類を行い、同定の終了したものについてまとめた(表

1 )。なお、同定作業には主として「沖縄の海の員・陵の貝j久保弘文，黒住耐二共著、 沖縄出

版 1995年を用いた。これらの生物種のうち多く出現していたのは、カゲロウガイ・アコヤガイ・

クロチョウガイ・チサラガイ・リュウキュウナデ、シコガイ・キクザ、イルガイ・ミノガイ・マガキ・

オハグロガキと言った斧足類(二枚貝類)で、あった。キクザルガイ・マガキ・オハグロガキは自

らの分泌する石灰分で間着するが、アコヤガイ。クロチョウガイ・チサラガイ・リュウキュウナ
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デシコガイ・ミノガイは足糸で間着する生活型を持ちカゲロウガイは砂礁に埋在γ 号還である。

特に卓越したものはカゲロウガイ・アコヤガイ・クロチョウガイ・チサラガイ・フュ-::::;;::-ュウナ

デシコガイ・ミノガイで、岩礁の裂け目や穴、岩の下などに隠棲するものが多くえ三れでご護足

類(巻き貝類)では、肉食であるフジツガイ科とアクキガイ科の種が二枚貝類の措会考とレて考

えられる。また、エソ、パイ科やムシロガイ科・フトコロガイ科・ミノムシガイ

あるとともに腐肉食者でもあり、管内に構成される付着生物を骨格とした貝殻礁やや・シルトな

どからなる生息構造に住む生き物とその死骸や懸濁物を餌としていたとも考え

モガイ科やクルマガイ科の種は生きた獲物を捕らえる捕食者でもあり、前述の生怠議送手こは嫌々

な微細な生き物たちがいたことをうかがわせる。

貝類の他には、フジツボ類とゴカイ類の付着も見られたが量的は多くない。また、弘之ふれた多

くの貝殻に混じってウニ類の椋や殻、カニ類の骨格も散見された。

写真 1:取水ポンプ室の様子(左右奥の白い管が取水管、中央の黒く丸い蓋2個はスへ…一一一

写真2:舗の中の良類と貝殻(カゲロウガイ、チサラガイ、リュウキュウナデ、ンコガ/、ミ fアj

イが見える)

58 



表 1:瀬底実験所取水管の清掃時に確認、された員類(塗りつぶした種は多産したもの。)

科名 Family 

腹足類 ニシキウズ-jjイ科 Trochidae 

タカラガイ科 Cypraeidae 

フジツガイ科 Ranellidae 

オキニシ科 Bursidae 

アクキガイ科 Muricidae 

ヱゾパイ科 Buccinidae 

ムシロガイ科 Nassariidae 

フトコロガイ科 Columbellidae 

ミノムシガイ科 Costelleriidae 

イモガイ科 Conidae 

クルマガイ科 Achitectonisidae 

斧足類 |フネガイ科 Arcidae 

イガイ科 Mytilidae 

ハボウキガイ科 Pinnidae 

ウグイスガイ科 Pteriidae 

イタヤガイ科 Pectenidae 

キクザルガイ科 Chamidae 

ミノガイ科 Limidae 

イタボガキ科 Ostridae 

マルスダレガイ科 Vareridae 

フナガタガイ科 Trapeziidae 

標準和名

コガタナツモモ

テツイロモモガイ

|ッマムラサキメダカラガイ

サパダカラガイ

コモンダカラ

|シノマキボラ

シロミノマキ

サツマボラ

|ベ九ボラ
ガンゼキボラ

コガンゼキボラ

トゲレイシダマシ

ホソトゲレイシダマシ

|チトセボラ

ベッコウバイ

キンシパイ

クチベニホラダマシ

ミダレフノシガイ

オオハナムシロ

フトコロガイ

ハマズトガイ

タガヤサンミナシ

イボシマイモガイ

sp. 1 

1)ュウキュウサルボウガイ

エガイ

ヒバリガイ

ハボウキガイ

法行タt

トサカガキ

マルスダレガイ

ジュズカケヌノメガイ

フナガタガイ

ツキヨミガイ
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学名

Clanculus margaritarius unedo 

Clanculus atropurpureus 

Cypraea fimbriala 

Cypraea hirundo 

Cypraea erosa 

Cymatium pileare 

Cymatium mundum 

Cymatium aquatlie 

Gyrineum roseum 

Chicoreus brunneus 

Chicoreus penchinati 

Morula spinosa 

Spinidrupa euracantha 

Fusinus undatus 

Ecmanis ignea 

Nassarius glans 

Canlharus pulchra 

Engina zatrieum 

Nassarius siquIJorensis 

Pyrene punetata 

Vexillum exasperatumm 

Conus textile 

Com出 lividus

Anadara antiquata 

Barbatia decussata 

Mod，O/us nipponicus 

Pinna bicolor 

Lopha cristagalli 

Venus treuma 

Pteriglypta corbis 

Trapezium sublaevigatum 

Trapezium obesum 



第33回

国立大学法人臨海・臨湖実験所・センター

技術職員研修会議報告書

平成 18年 10月 11日'"'-'1 3日

京都大学生態学研究センター
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第 33田 臨海・臨淑実験所・センター 出席

技術職員研修会議 報告書

場 所: 京都大学生態学研究センター

期間:平成 18年 10月 11日(水) ~ 13日(金)

日程

1 0月 11日(水曜日)

15 00~17 00 受付(ニューびわこホテル)

*受{寸・チェックイン後、生態学研究センターへ順次移動(こちらで ます)

4
4

霞

葉

菊

A

g

J

よ

葬18 00"-' 開会(於:生態学研究センター)

生態学研究センター長大串隆之教授歓迎挟む

自己紹介及び各実験所・センター近況報告

会食・歓談(逐次ホテルへタクシー移動)

Irlト
耳長

1 0月12日(木曜日)

8 : 30'"'--' ニューびわこホテルから生態学研究センタ

(貸切りパス)

9:00'"'--'12:00 研修会議(午前d部)

議事進行・書記係選出

各実験所研修議題及び討論

12:00'"'--'13:00 昼食

13:00'"'--'14:00 生態学研究センター施設見学及び記念撮影

宅

宅

相

陪

豆

諸

丘

~ 
t 

"" 

14:00'"'--'15:00 研修会議(午後の部)

各実験所研修議題及び討論

機関紙編集委員報告

総合審議

その他 幹事、副幹事、次回開催地など

所長会議議長及び幹事ーとの懇談

15 00~16 00 調査船桟橋へ移動(貸切りパス)

16 00"-'17・00 調査船見学

17 00-------18 00 ニューびわこホテルへ移動(貸切りパス)

19 00"-'21 00 懇授会(於:ホテル隣接・健康サマーランド)

生態学研究センター 永田俊教綬挨拶

所長会議幹事挨拶 稲葉一男教授

会食歓談

研修会議幹事謝辞

閉会、解散

T
門

3

4

5

宅

募

lr1 

1子

4

5

4

に
4

4

E

A

A

に
A

4

C

4

4

Z

4

4

万

言
A

1 0月 13日(金曜日)
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出席者

北海道大学北方生物園フィールド科学センター水圏ステーション

厚岸臨海実験所

東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学研究センター

新潟大学理学部附属佐渡臨海実験所

金沢大学自然計測応用研究センター生物多様性部門臨海実験施設(能登)

お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター館山臨海実験所

東京大学大学院理学系研究科附属三崎臨海実験所

筑波大学下回臨海実験センター

名古屋大学大学院理学研究科附属臨海実験所(菅島)

名古屋大学大学院理学研究科附属臨港実験所(菅島)

神戸大学内海域環境教書研究センター

岡山大学理学部付属牛窓臨海実験所

島根大学生物資源科学部附属生物資源教育研究センター

海洋生物科学部門(隠岐)

広島大学大学院理学研究科付属向島臨海実験所

高知大学総合研究センター海洋生物研究教育施設(宇佐)

愛媛大学沿岸環境科学研究センター附属中島マリンステーション

京都大学白浜臨海実験所 08

名古屋大学菅島臨海実験所 08

東京大学大学院理学系研究科附属三崎臨海実験所(所長会議議長)

筑波大学下回臨潟実験センター(所長会議幹事)

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター

京都大学生態学研究センター
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田村精一

下谷豊和

又多政博

山口守

関藤守

品川秀夫

砂川昌彦

福間雅史

牛原康博

牛堂和一郎

西崎政員IJ

山口信雄

矢野誠

大西秀次郎

樫山嘉郎

野坂みさえ

赤坂甲治

稲葉一男

大串隆之

永田俊

陀安一郎

奥田昇

小島巌

松本明

合田幸子

小板橋忠俊



研修会議議題 2. 

会進行小板橋忠俊 (京都大学三

合田 幸子 (京都大学三一
一一
タ

タ
ン

ン

• 
1.潜水事故詳細報告と、その後の東京大学の取り組み

東京大学 大学院理学系研究，.-零三等臨海実験所

関藤守

d
n」
，dT』
4

そ

平成 17年 7月4日八丈島ナズマドにて、潜水作業中に発生した死亡事故に勺。て弘平成 18年 3

月 30日に、東京大学潜水作業事故金学調査委員会による調査報告書が発表さ之、ペ

研究テーマと潜水作業の関係、潜水作業事故の経緯にそって判明した事実の三三 事設発生の原因

と捜索活動の妥当性、安全対策の不備、再発防止策、の5節からなる。この誌を惑をふまえた潜水

事故詳細報告と、その後の東京大学と三崎臨海実験所独自の取り組みについて

事故経緯の詳細な調査により、事故発生の直接的な原因は、技術的な問題、

た

参

f 

有

者

伊三ミ問題、 パデ

ィシステムの崩壊、 BCジャケットの劣化と推定され、その後の捜索活動ので湾k 落誌の遅れの問

題点が指摘された。このような問題の背景には、安全管理体制および安全教育三六行予あったと考

えられた。具体的には、スクーパ作業が有する致死性リスクの認識が不十分で.七こと、当研究

室の作業者は平均して一年に 4~5 本の潜水にと rどまり経験が不足していたこニ合 f実者の潜水士

免許不所持とライセンスの取得確認が不十分で、あったこと、親族への連絡めきれ♂ wて学本部・農学

部全体への連絡体制ができていなかったことなどが指摘された。

そこで、再発防止策確立に向けて、現場~研究室~学部~全学のそれぞれ

会に向けて事故防止について発信すべき事項の詳細なリストが作成された。

指定されたフォーマットによる読査計画書の提出、保険への加入、潜水資格ご

調査予定表の提出などを義務付け、潜水作業者連絡会、安全対策シンポジウム

を開催し、安全対策につとめている。また、三崎臨海実験所では、小中学生ケ

「

、ぜ

ぴ

土

よ

現
在

、，
」

一也大学や社

4月以降、

三の詳細な

ふ

h
d
hレ
m

a
句

ング講習会

一切対応できる

独自の安全対策マニュアルを作成している。

。発表後、安全対策に関して話し合いが行われた。以下にその一部を述べる一

危険生物については実物や標本を見せるとよりわかりやすい

危険生物に刺されたときの対処法がマニュアルにあるか?

→マニュアノレにはないが、救急病院にすぐ運ぶ。

外来者などの潜水技術の程度がわからない人に関してはどう対応するか

→基本的には技術に不安があればやめる。

→できない人は誰かと練習する。技術の確認にもなる。

→10mJ2J深へは行かない、などの無理のない調査を行う。

救命講習は必要である。 AED講習も受けるべき、消防署などで

調査計画害の予定通り引にこひし、かないことはよよIくくあると思うが、 どうすればと T ゆ

→予定は予定として記入して、その後、実捺の経過を記入する。

3 

ナ伐

i
f
-
-〈
ト

ト

了

I

J

/

《
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2. ミキモト海洋生態研究助成金の研究報告

お茶の水大学 湾岸生物教育センター館山臨海実験所

山口守

-キヒトデ集団における雄個体減少の原因を探る

神奈川県横須賀市走水海岸では、 10数年前からキヒトデ集団における雄個体の割合が減少し始め、

他の海岸でも同様の傾向が報告されている。近年、環境中のスズなどの重金属やその他の環境ホル

モンが、海洋ベントスの性比に影響を及ぼすことが注目されている。そこで、まずは、実態把握の

ために、東京湾内 5地点、東京湾外の神奈川県三浦初声、青森県浅虫(陸奥湾)、愛知県大里子(伊

勢湾)で採集を行った。東京湾内走水海岸においては、同時にイトマキヒトデについても調査を行

った。

東京湾内5地点と浅虫では、雄個体の割合が 3"-'10%と極めて低かったのに対して、東京湾外の

初声では性比はほぼ 1: 1であった。東京湾内に特異な要因が存在し、陸奥湾にも共通する要因が

あるのかもしれない。なお、東京湾外から外房にかけては、まとまった個体数が生息する海岸が見

つからなかった。大野では例数が少なかったため、再調査する予定である。走水で採集されたイト

マキヒトデでは同所のキヒトデと異なり、性比の備りがみられなかった。この差異が種聞の代謝系

の違いに由来するならば、キヒトデは環境汚染を鋭敏に反映する環境指標生物として利用できると

考えられる。

今後は、海水中の化合物の成分分析を行い、あわせて様々な化合物がキヒトデの性比に与える影

響を調べる。キヒトデでは性染色体が未開定であり、性決定のメカニズ、ムが不明で、ある。よって、

これらの化合物の影響を調べるためには、受精卵~版発生~変態~生殖能獲得まで飼育する必要が

あり、少なくとも 3年を要すると考えられる。現在、ウニやヒトデの飼育条件等の検討を行いなが

ら、影響を調べているところである。

・発表後、質疑応答が行われた。

ヒトデの雌雄はどのように見分けるのか?

→ハサミを入れれば、生殖巣の色で見分はられる。桜色がメス、自がオス。

3. 京都大学生態学研究センターの共同利用施設・設備について

京都大学生態学研究センター(大津)

小板橋忠俊

京都大学生態学研究センターは、国立大学附置全国共同利用研究施設として、その設備を大学等

研究者およびその他の研究者の共同利用に供している。法人化後も、従来通りの自由な利用を確保

し、有意義な共同利用研究の推進を目指している。臨海・臨湖実験所やセンターは、その立地条件

などから外部から利用者が多い施設であり、各施設が様々なルールで共同利用に対応していること

と恩われる。今回は、本研究センターにおける共同利用施設や利用のノレールを紹介し、他の施設で

はどのように対応しているか話し合いたい。

本センターでは、琵琶湖観測船はす、実験関場・林圏、大型分析機器、シンパイオトロン、 CE

Rの森の大型設備・施設を全国共同利用研究に供している。ホームページに利用資格や利用申

などがあり、希望者はそれらを利用して申請することができる。利用は、報告書の提出や、成果発

64 



表や知的財産権について取り決めたルールに従って行う。設備利用にかかる経費をと乃ように利用

者が負担するかは、設備によってまちまちである。調査船の燃料代などは共iささ安τ唱う出ており、

共同利用者は負担しない。大型分析器の安定同位体分析装置では、 1検体あた十川芸‘弓科を消耗品

代+α に設定し、メンテナンス代などを拾、出している。

4砂発表後、質疑応答が行われた。

他の施設では共同利用料金はどうなっているか?

→利用料金や利用方法はホームページに記されているところが多い

→料金をとりはじめたが、すべて本学へ納める。(多くの施設)

→宿泊代のうち、雑費としてシーツ代などを徴収するが、全額本学へいっ三~清める形にな

る。

所内に自動販売機を設置しているか?

→自動販売機の収益は本学へ納める。値段は安くしている。

→メーカが設置している場合、生協が設置している場合がある。入札で、決まごこともある

→ビールの自販機はやめた

4. その他議事

4・次問機関紙編集委員の選出

関藤守 東京大学大学院理学系研究科附属臨海実験所技術職員

-次回技術職員会議幹事および高IJ幹事

幹事 中野義勝 琉球大学熱帯生物園研究センタ一瀬底実験所技術職員

副幹事鷲尾 正彦 東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学F竺て;〆/ター技術

職員

4砂次年度研修会議開催地

新潟大学理学部附属佐渡臨海実験所

5. 所長会議議長および幹事との懇談

赤坂 甲J台所長会議議長(東京大学大学院理学系研究科附属三崎臨海実験所)、

会議幹事(筑波大学下回臨海実験センター)および研修会議出席者

日本塁手J物学会の総会の席において所長会議より推薦のあった向山大学理学部桁

技術職員牛堂和一郎技術職員に感謝状の授与があったことが報告され、所長会議

された。

一男所長

沼海実験所

臨海実験所には、野生生物を用いて実験できるメリットがある。近年、こ土乏でごモデル生

物のみを用いた実験だけでは不十先であるとの指摘が多く、この重要性はまヤ三?大きくな

っている。実際に野生生物を材料として用いる場合、技術職員の助けが必至0，ててである。
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しかし、近年の予算削減の流れのなかで、存続が厳しい実験所も存在する。なにか、よいア

イデアはないだろうか。

所長会議で、技官会議議長より会議の存続の申し出があり、所長会議もこれを了承した

これまで、臨海実験所には文科省より補助予算がついていた。今後、菌立大学が独立法人化

していくなかで、臨海実験所への予算割り当ては各大学の裁量にゆだねられることになる。

公開臨海実習のために、文部科学省からついている予算はあと 3年である。次のプロジェク

トとして、各臨海実験所が連携した教育フ。ログラムの申請を検討している。プログラムには

なんらかの付加価値のアピールが必要である。

具体的な連携プログラムについてもっとお聞きしたい

→個々の臨海実験所のみでのプロジェクトでは弱い。連携することでインパクトを得たい。 2年

後の申請にむけて練り上げたい。

例えば、利用できる生物のデータベースなどを公開してはどうか。材料を提供したりできな

、¥七、。

→技官が一人の実験所では負担が大きすぎる。

→どんな材料があるかどうかわかるだけでもいい

→生物資源が枯渇するのでは?→現場の判断で対応する。絶滅しないような配慮は必要だろう。

公開臨海実習では問題点などはあるか?

→参加人数についてはどうか、能登で、は減っている。

→場所によっては多い。北大や九大では希望者数がオーバーしている。

→筑波では 2~3 年前から減っている。学生の質が変わった?実習アラシのような学生がし 1なく

なった。

→参加者が従来の生物系だけでなく文系からなど多様化している。問題となるほど減っていない

のでは?

愛媛大学では簡単に取れる単位として学生に人気がある。単位と費用の兼ね合いで学生は参

加を決めるのでは?

→単位振り替えができる場合もある。しかし、別の単位として認められるかは各大学しだい。開

催側では、修了認定証をあげるにとどまる。

中島臨海実験所はどうなったか?

→中島は休止状態。実際は取り壊す予算がないので休止で、電気も止まっている。最近は臨海実

習に使われるだけだった。もともと常勤の技官はいない。少し前には、教育学部などからセミナ

ーハウス的に使われていたが大変なので最近はやめていた。利用実績が少なくなってきたことも、

予算をきりやすかったのでは?もともと、理学部F付属で、あったが、予算が厳しく、沿岸環境科学

研究センターに所属がかわった。調査船とびうおは、現在松山市近くに港を移し、一年のうち 1

o 0日運航し、利用実績はかなりある。また、愛媛大学では環境教育者を養成するコースができ
ることになって、調査船を用いた実習も計画されている。

神戸大学ではスノーケソング実習が好評だそうだが。

→機材が高価でメンテナンスが大変だが学生には好評である。機材利用料を徴収するようにした。

材料供給ということで、例えば、高校など大量に利用する場所に提供するのは現在では難し

い。そこで、増殖の工夫などはできないか?水産試験場で、は商業種のみを対象にしており、

非商業種である実験材料を増やす技術の開発は臨海実験所でしかできない。ウミシダ、ギボ
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シムシ、カタユウレイボヤなどですでに実績があるしいが。

→ウミシダはイカダにつるして育てている。

→ギボシムシは海水をくみ上げる装置のなかで、いつのまにか着底しており、新乏が発見された。

→ムラサキウニは夏場に高温にあるタイドプールに生息する稚ウニを桟橋付近;二枚したら増殖

した。
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-・・編集後記・・

最初の内は投稿数も少なく心配でしたが、何とか無事取りまとめ

る事ができました。皆様、ご協力ありがとうございました。と行き

たいところなのですが、この編集後記を書いている時点で、まだ完

成はしていません。製本に出す締め切りまで、あと 1日しか余裕が

無くあせっております口前回編集委員を仰せっかつてから早くも 8

年も経っておりますが、前回もこの様な状況だったように思われま

す。

平成 19年 9月 12日

機関紙編集委員 関藤守

表紙:ニッポンウミシダ(Oxycomanth us japonIcus)のベンタクリノイド幼生
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